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資 材 の 保 護 に 修 理 に モ ル ナ イ ト を

防 空 の 完 全 に 7 ラ ー ヂ を

御 使 用 願 ひ ま す



日 本 建 築 協 曾 殺 行

昭 和 15年8月下旬殺 行

菊 裁判 ・ 6 0 0 依頁

建
…
築関 係 法 規 抄 纂

(大阪府)

@ 本舎 は 別 般 市 街 地建 築 物 法 令 の 姉 妹 編 な り

集 録 範 国一 本書に於ては選築制係法規 よ り大 約 下 記 標準 に よ り闘係官条文 を抄出せり

ｬ 、 政築ゅの ､道 、 ｾＳ￭ｩ 、設備、 敷 地 、 録 する 道路等 に腕 ｊ 係の 係文

2 、右に 刷{ 系あ る卒 採 の 定 義 を規 定 せ る 傍 歎

3 、 規則適用地 の布石域 及適 用物 の範函を規 定 せ る 係 文

4 、述 築に持j:j f系する手斌耐[ 系を規 乞 せ る 係 文

、山 内内向，、 内 向 〆 、内向内内町内 ｾ 、

主 な る 内
e官当

項 目

… … … …  

工
ｬ Ｚｴｴｾ＠ 協q' 係 法 規 自 !l i;!J 車 開 係 法 規

工 港 陸自 {系
去ご

守克
河 )1¥ 関 係 法 規

御 陵 墓 及 形 {象 除1 1系 法 規 防 g是 倒 f系 法 規

銃 砲 火 噴 き | 鈎 係 法 規 言会 療 所 協! 係 法 規

f{[， 除 l均

"伺

腕i 係 法 規
新 神 病 者 除1 係 法 規

医縮1 ¥J切 及 液 化 叉 j折齢I1系 法 規 (ii ， 料 7Jc. Jdij 係 法 規

E是 告 4お 日日 係 法 規 氷 雲 防J f系 法 規

ni t  寺 ｾ ｉｬ＠ 係 法 k兄 牛 乳 閥 係 法 規

tそ 座 数 隙J 1系 法 主見 E里 髪 ｾ ｬ＠ 係 法 規

料 理監( J ¥ lk ;ぷ 1;"11 係 法 規 汚 4勿 闘 係 法 規

興 2主 主第 日11 係 法 捗t 府 4初 附 1系 法 主見

遊 4a，J、7  場 f. il.1 係 法 i見 食
3回E  開 係 法 規

訪卒 泳 1話 HI-l 係 7長 規
居 場 . & . 死 畜 協1 f系 法 規

射 作 11H ｉｾ 長 法 ｾｓ ｴ＠ 家 Ｚ音 市場及肥料 ｾ ￬ｬ !系 法 規

宿 屋 及 協 E重 h日1 f : 系 法 規 墓 地 闘 f系 I' l  規

市 場 及 効 { 郎 主 毎 日1.1 I系 法 捗i 事監 ｉ ｾ 甘 係 法 規

道 E昔 同日 ￭ｾ＠ 11 j死

そ の 他 時 局 建 築 関 係 法 規 の 殆 ど 全 部 走 掲 載 す

カ 定憤・金武園或拾銭 古

イ111品千;?比 二l混リ 一冊 :j>.'j=j賃 金 n ¥ 回

日 本 建 築 協 曾

大阪 iii 北医朝日ビ‘ J レ4階

振替 口座 大 阪 3 9 9 75

丸普本支応

資捌

柳 々堂書庖
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口

九 月 見 皐 下 記 の 遁 り 開 催し、? こします。参加 希 望 の 方 は 至 急 御 申 込 み 下 さ い

第 一 見 翠

九月十四日 ( 士) 午 後 二 時 晴 雨 不 論

京都市右京直 山 ノ内7i ft町

( イ) 株式合枇烏津製作所 マオ、 キン部

( ロ) 東賓 スタ ヂオ( 島津製作所より約七丁)

太秦 日 活スタ ヂ オ其他 ( 目下交渉 中)

1. 時

1. 集合所

1. 見愚先

1 . 申込 〆切 往復ハガキにて折返しの事。 {Il } 象定人L 1 に述し fこる! l もは先 li.i J回メ切

1. 交 通 費 白緋 ，り事。

品津同工場は従来マネキ ン製作を主と し衣皇、 カタログ、ポスタ ー等

の デザインにつき夙 ｬ こ名拡を ｉｾ し 、 各ＧＺ｜ 一 殿 Ｎ ，干下卜卜 、，も毘ノ 々守 台Ａ究 ｔ陪 ｊＺ ｊθ 〉光柴 に浴し

て尻民- りますカがL恥 近U宗ド伝. 内装飾や15jliA主ι心μtしυ t;ししυi一山J J lドJJaJ』払j打f

み多〈な b趣l味派府i傑架き もOの〉。

ススグヂオはト ーキー の防l係J て人L i 制度に il;I}J { あり 、 H下何れも さえ渉

ｱ ｊ にて本稿〆切迄決どに王 らす Ｇｾｬ ｊｉ ｌ 旬、 ＱＱ ｭＧ 京詳報 いにします。
向途中苔寺、松尾市中社、 j，(i_ 山天龍寺等秋郊に杖i t ' . w. <  Iこf¥e: 多く絶好の凡‘ 主義台と

1. 時

1. 所

1 . 見皐先

存じます。

第 二 見 号 室

九月ニ+ 一日 ( 土) 午後二時

泉南郡貝塚 町

大日本紡績貝塚 工場

日青雨不論

1 . 申込 〆切 第一見墜 と別 に往復ハガキにて折返qt込 r)) :rtTo {f l .1象ど 人H に陸し?こ る

時先着順〆切

1. 交 遁 費 自 餅 。

同工場は紡絞 界最新の建築にて厚生地設 ｊｾ 他紙、 てに完備 され 凡る べ き ｌ の多〈
妹に洋時之等の工場が殆と' 縦覧謝絶の折、之叉小牟日の凡感に f号車ft き機合と存

じます。

①本鬼摩ば千＿氏 、 終身Ｇ賛 ｄ［｝ ｛ｬ 、 特刷賛助ｌＱに ｲｬ Ｎｬｾる。

曾 員 倍 加 に 就 て

毎k . 御願ひの首題の件各位の御協力により年初以来約五百名を得まし

たが、反面醸召其f世逗曾等も相富敷あり本幹事舎としては年末迄尚三百

名を獲得するに非ら毒守れば初期の目的に達せず、今一息と云ふ露ですO

何卒一層の御援助を得て此大業を貫徹いたし度存じますので此際是非ー

名宛の御紹介を期待いたす次第でありますO

枇 図 法 人 目

舎勢幹事曾幹事長

本 建 築 協 曾

松 本 イ 義 人



建 築 乞 祉 曾

第 23 輯 第 9 競 昭和 15 年 9 月後行

図 困 国

島 ヨ民

谷 頭 ? ? -… .. ・-…・ …・ 田・・・・・・… ……. . . . . .・…・・・… .. ，ー ・ー・…一一 ・ー… (  1  )  

者Ili li 住 宅 法 の11，IJ定一- … … . ...... い… ・… 一… 一一. ... 一 一 … j篠 田 進 一 郎 ( 2  )  

農 村 よ り 見fこる都市問題 ・・…. . . . . . . . . . . 一・・一一・- …- ・…・・・ 一木 村 立Ji 二 (  4  )  

工業文化と都市… ・・・… ・・・・ ・ 一一・・ー γ ・・・・ ・・ ・. "一・ ・・ 一石 川 栄 耀 (  7  )  

ｬｾ Ｑｨ ､Ｇ ｬＺと現代都 ￯ ｬｩ 机 ［築 との 防 ｊｊｾｾ 性 ー…・ ・・・… Ｎ Ｎ…・・・・ ・一 …・勉 弁 ラ77 次 郎 (  11 )  

住 宅 の 床 下jjll 風 lこ閥する私見- … ー……一…・……・・ - 一 … 寺 門 四 志 緒 (  17 )  

ｾ 紫畑室 ｾ

煙突排 ｩｾ ｾ 型 ・…ＮＮ Ｇ ・…… ・… ………・・・…・・…Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮ Ｎ・ ｍ ・ ＮＮＮ Ｎ Ｎ…・佐 孫 信 仁 (  21 )  

燦 武 物 語・ …・・・… …一. . ・・・・・・…・山 ・…… … … -・… ・… … 洋 同 墜 ( 22 )  

「陸屋根 」殺 後 感 …・・- …… -・…・・・・・・ ・・・ ・・ー・・・ ・ ・… A ・・…・ 中 筋 馬s 芳 (  23 )  

住宅論〈旋行革直とヂ λ マスク〕 ・… .' ・・・・ h ……. . ・・ 0 ・・ I ・・…. . .. …. . ... i .l l  口 正 ( 25 )  

交官 建 築 新 妙、会

ギ1 名 ・無 名・ ・・ ・・ ・-・. . . . ". … ・- … ・・・・…・ ・….....・ ・・・…・・……・・藤 原 義 ー

会 新建築欄 ｾ

外国: ( アメリ カ〉新聞社々 比: t 1' t設計案 ・ 〈イ F リー 〉 ロー マに於げる 5 大府梁の計笠宮室 ・

〈ドイツ〉ス トウツトガル トのシ a ワ- - ' ' ; /釘: ・ローレ ライに於げるナチス祭典場

合 報. . . .. .... .... .. . .. . . . .. ，. . . .・… . . …. . 一- …- …・・…パ ・: … …・・… 一・・ー ー (  28 )  



都il i1gj 題に於ける建築 と云ふものは、人類の都 i li 生前に於げる凡ゆる部門に閥聯性を持

ψ 例へば建築と保健問題、建築と災7? と云つ仁枝に、符も共h雌εに人類の枇ヂ合?生f訊円が干右f

リ、 る限り、都市として の終消爪動があり、叉文化生前があり、且つ叉之等有機的な都市生前

の要求を渦足すべ〈有形:6J には、建築の集間関としての者llili 構成がある。

何日の時代でも、都市災害中最も叫えなる被 ｾＭＺ と云ふ の は、建築に劃してであつにのは

敢て歴史を縮くまでもなく、最近の天 災地貨 による都市災害は勿論、飛行機による都市室

製 D責仔l J に徴するも l円かである。即ち都ili と災符は、災害と建築の一言に輩きると云つで

も敢て過言ではない。

如j切都Tl i 災符に於げる損害'傾の大小が建築への被害による損害であっTこにも拘らす・、今

日までの都市の復興主1J t になる事業，賀の大部分が、道路、橋梁及上下水道等の後宮又は復

興への建設費であっ fこ事は否めない事責であつに。即ち数億に上る E 額の粧費と 8 ヶ年の

長い歳月とを費して復興し? こと思ひ込んで町一る我凶帝都の貰欣に徴しでも明かに此の事が

認識される。かくして帝都は依然として、紙と薪木の蒐積に等しいバラックｾ現 Ｑ たである

のは我々に何を物語るか。

之は、都市構築に於げる建築と云ふものが、只徒に粧桝の自1:11主義下 iこ於いて建築の個

人性への主張刀み強し建築切開家性及都市性と云ふものがあまり tこ等閉じ附せられて糸

? こ事に蹄因するにあるのは争はれない事責である。

然るに太平洋は日- E l e 波高〈なりつ冶あれ間際的世界情勢は刻々に費化し新? こなる

態勢を展開せしめ、日文事鎧下に於ける束刊新秩序への新時ifi lj は、我々の灯むと好まさ「る

に拘らす¥建築の岡家性への認識を深めぎるを得ない j伏勢に押し進んで来? こ。

此の秋にあ＿これ協合も接合も、此の間家 ｉ ｾｉｾ 要求に 即 Ａ臨すべし自 ｲ ｬＱ ＳＺＮ義理念の温床の

上に建設されて来? こ従来の象牙の塔を打設し、新韓11J i l 的新しい全盟的理念建設に遁逃すぺ

〈建築の岡家性が個人性を越へて強〈主張さるべきではあるまいか。

1  J X 
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昭和6年東京市枇合局の" * 京市住宅調芥111こ

よれば昭和 5:'.p6月 15日に おりる ilJ .'d脊戸数 113. 719

戸中 80. 12.. 1戸即 ち杢睡の 70. 46.%カ喰家であり 、

ま?こ昭和7年東京府批台諜の 1 ' *京府 5郡における

家屋賃貸事情調杏11 によれば、昭和 7年4月におり

る東京府 5郡即 ち荏原郡、盟多摩郡、北盟島郡、

南足立郡及び南葛飾郡の調脊戸数 610. 960 戸中 、

463. 346戸即ち 全韓の 75. 84.%が貸家である。* 京

市並にその郊外における斯〈の如き賀情は、他の

大都市及び中都市並にその郊外にも共通と見るべ

し ま に その後この傾向は著し〈なるとも 、減退

してゐるやうなことはないであらう。かうして住

民の Ｗ 割絵のものが貸家住ひをしてゐるのＮ，Ｎｾが、

この貸家な るも のは、都市計霊法川市街地建築物

法などによる極めて消極的にして不十分なー取締の

も色におかれ、 資本主義祉台の利潤主義によ れ

悉〈商業化され? こ管業本位の釘象物 t なってゐる

k いつでも過言ではな いので、住民の保健J て、衛

生 k の4条件や施設に至つては、殆んど顧慮されて

ゐ? よいのである。曾って来朝し? こイギリスの文豪

Bernard Shaw は、わが岡の都市を評して" 不良住

宅の集合Tご11 e  ｾ、つ＿こ のも 、か〉る 低組組維な貸

家が大部分を占め でゐるか らであり 、近i時やかま

しい岡民韓位の低・下問題も、か、る不良貸家の

不衛生、不健康欣態炉、唯一 幻れ、~ないまで

も、 主要の原固 となってゐることは掩はれない。

岡民の誼位向上、保健、衛生の上に霊大の閥係あ

る全闘都市の貸家念、いつまでも自 111主義経桝の

封象物として放任せす¥保健、衛生、 privacy その

他の施設につ いての最低4条件を規定しTこ住宅法を

制定してこれを統制することが、保健闘策上、委IJ

下の ft;}: 務: でなければならぬ。

0  

都市計霊法は 、底割j整理に闘する規定を設 げて

ゐる。けれども街廓を整理するにめの割地割につ

いては何等の規定もなく 、全然倒人の自由に放任

されてゐる結果、分割さるべき敷地の形j伏、大き

手軽! i E 者は東京羽日新関前士 ・ 諭 波書H j

I X 2  

法
止

m

v

k 主 噛

疋Lの

藤 準

来

甘

い

白

民田

さ、位置等は問ふところでな〈、方位: 、常風位な

ども無視され、敷地の乾i然、円光のさす方f旬、風

通しの具合など 、全 〈どうでもい〉とされてゐ

る。最近東京市において、わが同uw- の住宅供給

公主主圏韓として その名を知られ? こものが、ヱ場労

働者の? こめ1二分譲住宅を建設 し、希望者は供給数

の数十倍にも J てつ? こが、 その敷地の j伏 況 を 見 る

lこ河岸の荒蕪地を埋め にでに もので、低 1然見るか

らにＯｦＧ ｲｾ 生的であ ｢ 、おまけに火葬場 ＱＺ 接近し、

雲低 f 霊 る〉日など、 l決策紛々 、非をついて堪へ

難きものありとのこ k である。著名の公主主圏踏と

して、 住宅建設の模範を示すべき指導的立場にあ

るものさへも、その篤すところ、ーに斯くの如き

を思へば、他は推しtて知るべきである。

O  

ま? こわが現行地域制は、 一割地内における空地

制限七けは設げてゐる炉、一割地そのもの 〉商踏

の最小限度をきめてゐないから 、矛IJ:intあ り主見れ '

ぽ、如何やうにも小さ〈分' i0J して、樹立家屋を建

てることが出来るやうになってゐる。住宅地域に

おいて、空地 4 ' j ! f l ] の規定を守りさへすればい 、の.

で、なるべく敷地の禾l仰を大きくしよう k して

は、 10 坪、5 坪といふ風に IJ、切にし、 その狭苦し

い土地の上に、空地4剖をEをして 10坪ならば6坪ま

で、5坪ならば3坪までの建築をするのである。か

くて非保健日旬、不衛生極まるのみならす" pr ivacy 

も保＿これ今、市Ａ Ｚ 合的不徳 、 悪 ｴｾｾ の温床とな る過

群、平首位のスラムを現Hi するーのも首然主 いはなげ

ればならぬ。

O  

昭和8年7月の各地方長官及び都市計霊地方委員

千?に1討する依命泊牒には、街廓- ; ] ( -: に割地の大きの

標準ｾ定めてゐる。これは単に 一 つの標準であっ

て、何等拘束力をも? こないものピが、ぞれlこ依れ

ば、住宅地におりる) ! ，t 1 J 地の最小限度は奥行 10メー

トル、 11日口4メート ノレ、坪教にして佐かに 12・lh坪

であり、卒均商杭は 62-5卒方メート J レ、坪教にし



て僅かに 18. 9坪である。これではあま hに棋臨過

ぎるのはいよ、までもないが、 ffl 探にはま? ごま fごこ

れ以下であるやうである。 ":&1¥d  j  i¥-j- ｾ 慢の ｊ 凶唱を位宅

改善の上においてゐるイギリスにおいては、 l 英

町内の却] 地1設を、住宅地域にあっては 12 戸乃至8

戸、即ち 100坪乃至 1501;'1'- e' して、 12戸以ト即ち 1

00坪以下は絶針に禁止されてゐる。なほ空地11iIJ限

なるものも、 Ｍ ｾ団地の最小限 度 が規定されてゐて

こそ初めてQ義があるのであって、単なる空地制

限 fごけでは、住宅の| 妨げる| 決り、同んど1nt立義に

近いのである。

O  

地域i I J lJの うちに、 H:' t : ; 地域と いふものは設けら

れτ ゐるが、建築物の川迭に| 制する規定が不十分

であるが? こめに、純然Tこる住居地域ともいふべき

ものが存在し得ないことになってゐる。仁左ひ位

居地域であっても、市街地建築物法権付令 ｺｲｾ 1僚

をもって禁せ' られにもの〉外は、何なりとも自 r! 1

に建築し得る。空地11i1l限 4 主IJ といふ規'どを守るの

不利をさへ忍べば、住居地域にも自 lil に陪j r.' ' iを建

築し得る。荷山のあるところ 、必十そこには都dj

の雑昔、騒音の入り込むあれ l時限! と安寧とを守

して、住民の休息を妨げるのである。理想、として

は住居地域内に商Ａ万の担［築を絶到に禁じ、応 ｾｩ 日と

住宅 ￨ｾ 分灘せしめるのに越し＿こことはないが、

か〈ては商業: : f lこ過大のJ ' J . 婚を強ゆることAこもな

るから、住居地域の悶? 主部分に到しでは、これを

純住宅地域として 、商 J.ii口 l下Jの主主築を禁止するこ

とにすべきであらう。さうするまでは、わが蹴

の地竣 制は 「ま ｴＺＺ 素朴原始ＷＩイ丹製紙態 ｾＩｊＵ ｴ し得ぬ

ものと ;i 'f するの外はない。

O  

まT七こ工

ら、工場? にごりbド; 迎築を罰二されてゐるのか、と思う

と 、 さうではない。工場以介の ｻｴ 宅でも山 ｾｉｮ で

も、白山に建築し得るやうになってゐるのであ

る。室: raの汚れ? こ騒音みはげしい広場の附近に住

居ーすることに何らのHi i J 隙をも; ; ) t げないで、保健闘

策もヘチマもあっTこものではない。何の? こめにわ

ぎわぎ地減制なるものを設けてゐるのかさへ不可

併である。玉虫想としては、工業地域内には絶到に

住宅 、 ｊｬｩｾｬｲ￮ ， ｊＩ 建 築 を禁止し、民 ｻｊ ［ を許さな い のが

* 前にが、かくては工業地域内に働ら〈も の?こち

は、遠隔 'J) 住宅地から辺勤せねばなちす¥交通の

問題、交通費の問題なども考出せねばならな いか

ら、工業地域内の戸部に工場とは泊首の間隔をお

いて 、線地、運動場、児童遊園地などを設げ 、純

然? こる {j; 居地域、商業地域主? 設くべきであらう。

ソ聯において は幅L ) 60メ戸トルの線地帯によっ て

工業地域と住民地域主が隔維されねばデら ぬこと

になってをり 、まに 1" イツのジ { ドルンク"1二おーい

ては 、工場勤労1 1 : の千七居の劃地には、各菜園を附

jるさせねばならぬことになってゐ る。

0  

以上は$J地主IJ 及び地域制について、住宅のI MrJ

係、現行法が保健的、街生的住宅を確保す る」て

に茜t:: しく消極的であれかつ不十分、不徹底で

あることを述べfこのである力九さらに住宅そのも

のについては、遺憾ながらまピ、消極的にして不

十分不徹底な法規さへも出来てを ら な い の で あ

る。諸介凶の住宅津では、 i つの住宅の必要とす

る床 I凶杭1 ) 最小限度が規定されてゐる。 Tことへば

イギリスにおいては700- 920平方吠 ( 19・67- 25・

85坪〉、ドイツにおいては 70- 80 卒 方 メ 戸ト ル

( 21・18- 24・2坪 入 オ 戸スト リアに おいて は 80 zp: 

方メートノレ ( 24・2坪) 、オランダにおいては300立

方メ ート ノレ 04・35 坪〉といっ? こやうな航態であ

る。苅〈も - illf の家である以上、 この位の床商践

を有しなければ人間の住み得る場所ーとは L、へな い

といよ、 のが‘ これ等の規' むを設けに諸外国の泊念

となってゐるのである。

0  

ｾこの床 ｬ 自 ￭ｴＧｴ 最小限度の規定は、人間が ｬ 時I1J J に

要する ＲＳＱＴ の量ｾＺｊ ， ｾ準として、人間 ｬ 人 が住むに

要する集積から訓り H' ，し?こも のであって、 1 入賞

り筑杭をエドモンド・パ 戸ク博士は 1000立方吹、

ハックスレ 戸数授は 800 立方吹としてゐるが、イ

ギ リスでは次のや うiこ規定 されてゐる。

1. 保健11肢純規定

11 歳以上

11 歳以下

(1 1 歳以上

院宇. 則 i

、11 歳以下

2. 倫敦盛観ii 規"ι

3. 救貧法規定

400 立方吠

200 /1 

300 '.  /1 

150 11 

450 /1 

500 11 

3 1x '  



4. 王立工場労働者調査委員合規定

11 歳以上 500 立方吹

11 歳以下 250 (1  

5. 倫敦J f . f 普住宅規A

寝室専用 850 (1 

居屋 r. 270 (1 

( 何れも天井高8. 81央とす〉

。

弐には一軒の住宅の有すべき宗教 J ) 問掴である

が、イギリ スにお いては最少限度を 3 常とし、保

健省は労働者住宅の標準Ｇ指数を答Ｚ宇 ｮ 、民 ｾ Ｓ 、 若

〈は居nnl 、寝室3と規'どしてゐる。これには無論

護所‘ 湯殿が附属してゐる。昭和 5 年来京館市に

おげる 1] 、製児 童 206. 000 人tこつ いてその住宅洲

斎 刻 J へる結ポーを見るし約乍数は以| ・タト同の例

にＩＡ賛して人間の住むに必要なる ｾ ｍ［Ｇｴ を千 ｊ ナる位Ｇむ

を興へ られてをらな いことが ;;jj かであるが、最近

新聞紙上 に掲載されに替問臨総井工場謀長 刀話

によれば、い はゆ る段娠工業み中心となってゐる

蒲団方面では 、 逃亡しいのになるし ＴｾＡ ド Ｑ 告に

農 村 よ 観? こ

私は，建築については杢 〈の門外漢である。

しかし、大東京み一隅に居を占め 、貸家普請の住

み雑〈さを満喫してゐ る意味で、都市建築には7尺

閥心であり得ない。ことに . 子供達が健康に恵ま

れないので、風通 し、日光、安全な運動場、など

について苦情は人一併もってゐる。これは側人的

な問題を綴れて、相!蛍の枇合性をもつものであ

る。少〈も、中産以下の者s令人共通の問題であ

る。そして閤民の盟位向上、人的資源 J ) ! ftJ i 角から

問家均解決をさへ要請すべき性質のものである。

ことに、良山付から時11¥して来る荒き労働力にと

っでは、都合の位宅は見えさ' る墓場に近い。

試みlこ、職場の豆w主上として、産業 i張関の意気

高〈 、都千? の大ノj、工場で、汗と油にまみれつ〉労

働してゐる 農付1-1'， の青少年工の健康欣態を見るが

いh 就努後僅かのnnに結後に 感染して職場を去

る蹄郷討が続出してゐるとし、ょ、。厚生省の調在 lこ

幸軽量if ;f は 内 外 遺 伝 枇 ・ t材朝E 主， Ij'. 

I X 4  

親子 6 人も 佐ん でゐる のが無数にあ る主 のことで

ある。

その他、 pnvacy の問届も、まに l つめ僚件とな

らねばなるまい。せめて各自の肢宝ぞ陥重に区別

する のをもって最底限度とすべきであらう。

0  

事主主以ボ住むの姉底力; 重大間 i週とな れ そ の 解

決については色伶の成案が賀行され、かつ計査さ

れつ〉ある。しかしながらその多〈は量的の解決

にのみ革勢ｾがおかれ 、保 健 、街生卜 Ｎの設 備から見

? こ質的のf飾決については始んど度外脱されつ冶あ

る。依然として民主? 膝を容る、に足ればよく 、雨

露をｾｾ交ぎさへナればよいといふやうな思想、が支配

ｼじ ｊ で ある。こねでは凶 ｬｾ ｪ 創立の 向上も、人 ， ￯ＮＩ 資源

の漏査も 、結局不可能であらう。大都市住民 J ) 7  

.  Ｇｾｩｬｪ 乃 ｦ Ｘ ぷ ｉｊ が伎な貸家 ｍ Ａｴ 利粧替ＩＩ白 ＱＱ Ｑ ＱＮ政Ｚ任 主義

から公径本位、保健剖策本位の統; f il j主義に特換す

べ し こ の 際;1' ，ボるにげ速かに諸外闘の例 t二倣つ

fこ都リi位' と法J ) ';f ilj どが望ましい のである 。.

る 都 市 問 題

主持

木 キf 靖

よると . この結縁関郷7 - i ・の教は、極〈内総に見て

も、昭和 12年に約 9 寓 2 千、 13i ドに 1]1築、 14年は

少〈も 13・4 商 人を超えるであらうとの推どであ

ふ。 ( 15. 4. 28日 「東靭 j ) この 中の大午は 15・61，:.Q

の少年工から 22・3 戒の背年工で、就職後 1年位

で病魔 ｉｾ 倒れにおＭが大部分 ｦ ごと奴告されてゐる

ではないか。この原因は、 これ等ゆ背少年工，が、

結俵菌に到しでは、赤ン坊にも等しい抵抗力しか

。ない彪文地であること、これがいきなり空ぷの混

濁し? こ工.場内で激扮に従ひ泉杭成労に 陥つにであ

らうこと。食物 ・謀境の急: 鑓などが教へられる

が、 fこY これTごりではない。 J'/. 生行が、 『竹n州7i '

の住宅の最も非Ｈｩ［住民 ｉ 句なもの約 Ｑ ［ 禽 ｲＧｾ 片端から

温風採光の十分な健康 ｩｾ なもの ｬ こ改造』す るとい

ふ如〈 、工場努働者住宅の不良、r. ll 産以下小市民

位宅の不良が指摘されなりればならぬと思ふ '0 1象

防皆与の見地から 、住宅建築法ぐらひは; j ; 1 ] : どして

然るべきである。今日 、農村持働力の持出が問題



主な ってゐるが、人的資源に富む農村から 、必要

な努働引が吸牧され、間防隊i家の建設に参加し、

叉若き農村青少年にょうて、都市人口の血液更新

が行はれる こと自誼が悪いのではな い 吸 牧の

の方法が不合理なの し 吸牧し? こ努働力を鹿疾に

蹄せしめるやうな生前官条件が悪いのでめる。過剰

人口を擁してゐる地方の農村か ちは、どしどし一

定の計壷と軌柁I j の下に労働力の持出を| 函iってよろ

しい。?ごが、これ を受り容れる 都市の方で、その

， 健康を ｦｾ 読する施設をもって然るべきである。住

宅街生はその一つ t:..
o

6  ｾｾに ＱＰ 人 も牧容ナ ー る物置

小屋でも 困る し、 通風も日光もお構ひな しに建て

込み、問教を稼ヤ以外 lこ能のな い貸家許り でも 平

降するのである J こんな都市住宅が、凡 そ閥防閤

家の意思に反するものであることはいよ、までもな

い。さう かと云って、民 山村の佐宅が左犠な範鴎

Ｇ に入らねといよ、ので は ｱＧ ｾ ｾ、が、ま＿ご ｩＺ ミ山村は一歩

外に出れば、I I i k 黙を救柿する自然保件に 恵 まれて

ゐるのである。

2  

都市の人口増大は、支那事縫勃穫後、いはゆ る

段賑産業の蛮展によって、一層拍車されに。この

ことは、こ〉に改めて人口 統計を 引用するまでも

ι なからう 。この 人口増大の結果は、資材統制の影

響を受りて、都i li の外延性を強化し、 都市の地域

的膨脹を見つ〉ある。例へば、宅地並工場及建物

敷地として、 耕地のi丘陵さ れに商杭が、事提前の

11年には、 金問で 4 子町歩から 5 千町歩であっ? こ

が、事鑓後の 12年には6700町歩、 13年は 12600/1I1T

歩、 14年には9700町1歩を超える増大探 りを示して

ゐることによっても判断はク〈。このやうな都市

の無統制な膨脹は、険l防の見地からも再検討を要

する問題で ある。落雷ぐらひで、政府め中橿n・衡

を烏有に蹄せしめるやうな建築であって見れば、

者 ｾ｜￯ ｬｩ の外延的新築 、而 も可燃性建築物が、や＿こち

に?il' i えてゆ〈こともどうかと忠はぎるを千与ない。

又、これを山村及び食糧政策のJ でから視れば、反

首 り石前後も磁れる熟閃を、無間にi.t( されTこので

はや b切れない。工場や建物敷地などは、荒蕪地

で津山であ る。何にも 、都市の近似Tごから とい よ、

にけ の理由で、耕地 を出す にも首らぬ。 ことに近

郊住宅地の真中に工場を建て7こり、 黒煙を傍若7広

人に吐き 111 され? こりし?この では、迷惑干高 な話で

める。迷惑どころか ， 凶 民 の健肢をづ Ａ｜ｾ硯するこ ｴ

fごりでも 許 し難い。自 由主義的法律では、土地の

所有植者に底分の自由が奥〈られてゐるので、 ?こ

とへ、その土地が、食糧確保に大事な熟凹畑で

• • • • 
あらうがなからうが、他人か らつべ こべ言はれる

筋合 でなく、 叉住宅地の真 中 ｴｾ ら うがどこにらう

が. 所有権; I f の勝手である、とい ふこ とで通ってゐ

る。この例人主義がそもそも 矛盾極 まるものであ

れ闘家の目的に反することは、今日の時局と照

臨 して lリjかに首肯される黙ピ。公主主優先、全閣一

義、滅私奉公のイデオロ ギ { は、か〉る個人主義

的権利 を許容すべきではないのであ る。先づ、間

防関家の新政治髄制を確立する 鴛には、この や う

な身迭の矛盾を克服する必要がある。隈i家組動員

法は、か〉る 矛腐の克服の需に準備されにもので

ある。 8 害IJ 混入の外米を常食せき' るを得な い時局

なら 、そして食糧増産の鴛 lこE 額の隊費を以て有n

1ft せき' るを得ない'hii 勢にあるな百、相官の生産力

を持つ 田畑 を建物敷地に潰鹿ずる白山 を許容. ナべ

きではない。同じゃ う仁、， 闘民保健の確保が、闘

防上絶主':1の要求であ るなら、住宅地の近t) J ? ?盛煙

の巷 主化ナこと を許ずべきで なく 、工場は工場地

帯として施設を完備 し、 住宅地帯は位宅地帯 k し

ての施設を保有させな〈てはならぬ。

以. 1-": の例示? ? 祷 りて言は んとする左ころは、つ

まの、閑土計設を樹て入問防両家への再編成を

期せよと いふ ことである。都市は都市 としての勝

手な繁昌の手段を講すもべきで はな い。都市計ー聾は

この腕角から再出登しなくてはならぬ。間土計聾

が要求す る都市計重は、徒ら に都i ii の膨大を望む

ものではなく、 工業の地方分散によって、工業都

市の集中性を是正するであらう。このこ主は、何

よりも同防殊に空襲に到する 防衛、工場労働者ゐ

保健及び市民保健の確保 とい i 、黙からの要請であ ¥

る。工場も ili 民佐宅も雑居 してゐ る不利主主はこ〉

に指摘するまでもな い。 叉工場労働者s の 保 健 土.

b ， - : . 2の地域 に所要の施設を講 じ、且つnn近に

大自然の健康地に休養し得ること入随時、師農

して農繁期の所要努 力を満 し得るなら、 良村主都

i li 双方とも都合がよ い。労働力の血液更新、相互

依存と いよ、結情的 ・保健的紐帯をもって、生産力

の蛾充を期する己主が出糸 る。こ のこと は、都市

、〈殊に工業都市〉の貧糧確保J から甑ても安首ナ
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る。 叉農村計聾j 二か らも、 都市近郊の良業は菰菜

・果樹週婆に集中し 、穀作地帯主の組織を医別し

得れば. 農業政策J -: 極め て能率的・集中的効果を

星雲げ得る であらう 。従来は、近郊農村も遠隔農村

も劃一的な指導 と施設に墜 して糸?こ。従って、 政

策の恩J l l ( がムラで、 2 階から目薬 i せな効果しかな

かっ? このである。兎に角、都市 と農村 l立、新しい

闘土計霊に基づい て再組織さ れなく てはならぬ。

5  

更に、われわれの注意を換起 し? こきこと は、都

市と農村 の経済f J封立を揚棄して、相互依存的な

粧桝機構を持つべき fごといふことである。自由主

義経済の褒達過程tこ於ては、 農村と都市が明か tこ

釘立し?こ。農村の貨幣経済化が、 極めて低度な う

ちは都市の形成作用も活躍 ｾＱ こり得ないし、相刻摩

擦もなかっ? こ。然るに、 資本主義工業が護遣し

て、 農村の自給ｲＱ Ｎ ｾ 生産を機減工Ｎ場へ奪ひ去り 、織

って著?こ生活を購って著る生活に静化させ、市 も、

自家で誼るより買っ fこ方が安い k いふ資本制生産

が支配 ｬｾ となるし最早や ｪ ｦｩ 村の自然経怖はその

健では成立しない。か うして次ぎ次ぎと 、i島村の

自然経摘は破壊され、従って農業生産が独自量化し、

商品化の方向に進んピ。労働力も農業に方さげるよ

りも 工業に於りる方が、より 高い債格を持つ? こ。

之の一聯の過程tこ商業都市の護達がif. 遊に護展し

Tここと はいふまでもない。 このや うにし て支配的

となっTこ貨幣商品経済の複雑な機構の 護 展 に 於

て. 特徴的な弊害の l つ主 して認識され? こものは 、

所謂資本主義による農家経済の重躍である。例へ

ほ、商品として提供される農産物の償格は、生産

者によ る自主的な決定ではな くて、 生産有外の商

業者ーの掌中に握られ、市も 、農家は商品依値を高

める技術に乏しし商機を掴む知識刊 ・経済的能

力を快〈結 果と して、不吉［に安〈庭寅りせｾるを

得ない。然るに、農家の購入する農業用品・生活

用品即ち工場生産品は、生産費に利潤をプラス し

fこ倒絡を保有して、 エ壌の手を離れ、更に幾段階

かの商業者の利主主に於て決定され? こ伯格を以て入

手ナ る。このやうに、農民はrfj: 壊に到する護言備

を上J ぜられ、弱円ーの立場に於て貨幣粧怖に捲き込

まれにのである。従って 、商業工業の集園地域fこ

る都市と 、農業者ーの血縁及地縁枇合? こる j主村とは.

経消防] 係を通じて普j立し? こ。 この到立の舞設は、

I x 6  

個人経情普利闘争の自由主義市場であっfここ t は

疑ひを容れない。

然るに、今や、か〉る客観的情勢はー捜 して、

岡防閤家の強力新謹制を確立すること 〉なつ に。

こ〉に自 rJl主義的個人経桝本位の経済機構が否定

され、統制粧がfの下 に撃隊l一致 ・滅私奉公・公主主

優先を誓はねばならぬ。線、べての商品は、閤裁の

指し闘に従って油正債格をもち 、利潤の追及が制

約され、 管利商人は配給機閥? こるの地位に再編成

されること〉なつに。従って、 都rij .e農村の封立

理由は解消し、相互依存の新しい紐帯をもって結

ぴっくのである。そこで、相互依存の具韓的問題

となるが、こ のこ とは、農村 から観? こ新しい都市

問題 t して提起されるであらう。例へば、闘防闘

2誌が軍事資材と同様の比重をも って重硯する食糧

確保の需には、都市は集中し? こ努働力を生産の面

lこ協力させるとか、消費め節約を計量的に強行ナ

る主か、日々累積ナる塵芥を生産的 lこ鹿理するな

どである 。

都市塵芥の如きは、肥料資源 u シて最も恰好の

ものである。内務省調奈によ れば、全岡 126 都市

l の塵芥排出丑はく昭和19 年〉、貰に 8 億 l 千 7 百

34禽貫に上り 、 r 日平均 224 寓貫に首 る。 この塵

芥を どう 廃理し てゐるかい、ふと 、焼却が47%、

堆肥が 4 %、埋立36%、共他 13% ( 昭和 10年98都

市〉となって居り 、生産的利用が極めて少し、。手

も、千葉 ・昭島 ・酒悶の如き地方都市では、全査

を堆肥にE色分してゐる。このや うtこ、都市の駿物

資源を所用して、食糧確保に協力する ことも亦

つの都市主 農村の依存性を高め る所以である。叉

下水汚泥も有力な肥料資源である。元米、汚泥ぞ

生物化率的 lこ極度に腐らせる と、 石油の原料 とな

るものを含み、 これに多量の熱を刻lへて操作す る

と原油となるが、これを分解ナるしガソリ ン17

・5 %、石油27.5%、重刑] 45. 5%が取れる 。このE怒

りから は肥料用硫酸アンモニヤが得られる。現に

東京市三河島汚水底分場では、 ! 日の下水汚・泥 l

千 トンから、 1年間に 3. 500 トンの石油原料 主、

硫酸アンモニヤ l 千ト ν が得られる企業化に若手

してゐる。下水汚泥の肥料化は、? こし か名古屋市

でも相官;貫際化されてゐるや うである。これ等は

全 < 1つ J ) 事例に過ぎないが、か うしに i商 tこ、今

後万部T! i と農村の結びつきがあると思ふ。



工 業 文 化 都 市乞

一 一 新 興 工 業 都 市 に 贈 る 一 一

石 川 条

1. 都市自韓

都i li J ) 本態は何であるか。此に制しては何人も

・米fご正維な解答を奥え得て居な い。

特 iこrtt 耕地なき人家澗衝なる楽落なり」等と

云ょ、定義』こ 致つては、 お よ そｾ ｾらす・して 逮 きも の

〉優なるも のである。

現貰に依存する ;都rli について考へて見る。我々

はそこ lこ概ね工業を見込商業を見る。叉そこには

多 〈の場合政治経済の中心があり、慰楽施設、文

化施設が備はって ゐる。

然かして我々は之を単lこ此等の「物」の線和と

してでなく此の総和に更に「 人口 のA::1止 」を加へ

そこに、臨し出される、 日 〈云ひ難き魅力を都市

として度用してゐる。

然らば此等; 杢部の構成する「もの」が都市なの

であらうか。勿論然 らす・である。 我々は工業のな

い者lli li i ' 考へる 事が出※ る。その純梓なものが観

光都ili であ る。 叉我々は商業のない都市を考へる

事 も ｈ｜ｾ ｾ る 。例へば英 闘 の田園 都市に於 て商庖街

は的んど主主要性を有? こな い。人口 1i禽のウヱルヰ

ンはi li 場を 1つ有つ丈である。現に我々は大工場

都市で商業が淡洛してゆ 〈傾跡を見てゐる。 しか

もそれ等の都市は主是々都市として強大になってゆ

く。即、 商業 主工 業 は 都 市にとって重要なる 要

素ではある が、不可献のものではな い。言は Y 都

市の本質ではない。然かして之は政治、 経済の中

植についても同様の事が言ひ得る のであ名。然ら

lま一種都市とは何であるか。 それ等の一際を除去

して尚アト lこE怒るものは何であるか。およそ都市

と栴せ られる限りあらゆる場合の都市? こる僚件は

泊念的に、 一定量の人口とその時代の人智を輩 し

? こる消費施設の ある 事であ る。

或は此の 2 つを 更に「その、消費施設を全悼と

せる人間の隣保生f . 1i J と単純化する事が川水るか

も知れない。即、他の総ては?こ' " . Jll; の要素の繍; 材

にすぎないと思へる。即、政治経怖の中恒は各入

手持筆者は 内 海 省 技 師 ・ 都 市 宮t i ! l東 r;: 地 方祭日合

来

耀

口を集約的に居住せ しめる性質を有するのみなら

す、それ等要素相互が亦結集ナるを要する。等々 。

か くして我々は都市の観念を次の如 〈組み立て

る事的也事f<iる。

巨互ト己主主|

11 1: 

人口の築関 文化機総の中 樋

消費生活 工業〈後手守地にで段業〕

"  配給機能

隣保生活 等、

然かしてこ〉に本稿展開の便宜ート) ii j にして置き

?こL、のは、我々 のみ;念が魅力i ' ! : s す'る のは買に此

の都市自鵠なのであ り、世J: 一般il政令人特 lこ粧情

人等がまj 象とする都市なるものは、此の都市構成

? こる部分の活力であると云ふ事である。

2. 都市、工業の関聯の跡

工業が有力なる都i li 構材fこるに 異論は ない。そ

れは都市褒生の蛍初より乎工立与の形式で、都市lこ

附随し之を柿蓋 して居? こ。克その頃の都市の主要

任技は農村の交換機能fこる 事であっ ?こ。市場/ 1 ( 場

を中 心とする 肱洲都市はその典型であ る。交換は

首然 消費を伴ょ、。 ￯ｬ￮ ｪ｟ｾ 農 民の消費交倣は揮然主し

て行はれぞれに伴つ? こ市民相互の隣保生活も美し

いも のであっ仁。 ( 後に之は都市岡家、都ilj 同盟

の張さ迄昇華し? こ。) 工業はあ く迄ワセ師的存在

として都市を華か lこして屈に。

次 tこ我々は産業革命を粧て近代工業時代 に i入

る。之が蛍初 lニ於て既設都ーlii を活現ならしめ f こ事

言ふ迄もない。が、やがて一方で過剰なる工業が

都市生活を 亡 ぼし 、 或 は過 大 都市ｾ浩成して現代

枇合問題に一つの形式を興へる様な事になっ? こ。

( 狂暴なるシテである 。)

此等の事は之を現代を横に見ても同様の事が云

へる。 アミ イパより進化し? こる人間炉、同時代』こ

同じ過程の線、てのサ ムプルを有する主f I <、 工業 主

都市の闘係色 、その殻達史的な総てを現代iこ見る

事が出来るのである 。

?こ Y 歴史主現代との大きな聞きはさしも強大で
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あっ fこ。背後的構材? こる j是業が刻一刻、都市を去

っ? こ事である。( 最初は農村不況の形式にて、次

で産業組合の形で〉。組て現代に於ては工業が唯

一の都市支柱になり代ってしまってゐる。その最

具韓日ヲなものとして英閣にては 1800年代 よりロシ

アlこでは産業 5 ヶ年計重以降、日 本に於ては数年

前より建設を開始しfこ大工場附属都市( 八幡ρ 先

駆t.: ｾ云は ｙ 云へるＩがある。

3. r工業j の醸すもの

既に述べ＿こる如〈現代に於て、工 業を有 せｾる

都市は生存権なきものに等しい。之は織; 材の繁栄

を翼ょ、市民居の最不安とする所である。

地方の政治経摘の中橿であり僅少なる給興、利

準乃至出入者の消費程度では十分の人口乃至施設

をあがなひ得ない。のみならする、今日の都市力皐

は一つの都市の中庸的存在を許 き な い 事 を 教 へ

る。即、 一つの都市は亡びるか興るかである。然

りとせば、此の不安も亦理1:11ありとしなげればな

らない。

か、る不安を如何なる AA態の時 に感十るか。恐

ら〈人口 l 入賞りの生産力 200 悶主・を害IJ る時であ

る。

生産額人口嘗リ 100 閣以下の都市

長野 疑問 山形

那覇 ，秋岡 山口

沼間 卒

〈尤、 100 国以下でも 、央、横須賀、佐世保の

如きは官業都市在る故、統計に不充分なる所あり

別 Jf寺、浦和の如きは夫々他の理1I11こて立都 してゐ

るのTごから此の範時から除かなければならない。

兎まれか〈 の如き都市は、首然工場誘致に/:H十

可引聞にある筈であるが、事責今日誘致行錦を開

始 b てる のは むしろ岡崎、 大崎、富山ゅ 等々の如

き既ーに生産中 時なる都市にl民られて居て、 此等;の

都 rji はその域に さへ達して居ない。

尤、か、る都J ti は、工業な き事が幸も し、山紫

氷明性は{ ぷー? これ、人心亦封建的に醇厚素朴であり

いさ〉かながら純正都市生活の面影を存する事に

なるのであるが、きればとてTIi況全般の悲愁は琵

ひが? こし市民叉自個保存の本能に従ひ、人心頑

〈な且消極性. 繍善性に流れてゐるのを常とする。

弐にこ〉に、工業立地上過度にして随時工業化

して行〈都市の群がある。( 不思議に之は北緯35

X I 8  

度線 lこ結集してゐる。〉

生産額人口 l 入賞り 300 尉乃至 500 闘。人口亦

之 lこ臆じ、年 3 %乃至 5 %の増加を示す。

( 備考。工業 力と人口増加率の聞には共の開係が

ある。〉

生産額人口 4 入賞

一一一一一一 一 =  100 

人口増加率百分率

か〉る都市人口の紙風は常に積極的朗明であ

る。此の場合工業は明に市勢並に人心に活力を奥

へてる。然かして若し既存の都市部分が、山水明

美に して、 王壌の位置が都市の河! 二乃至風上等に

ある事等の過誤さへおかして居なければ、純正都

市生活は最暢達快jiJj であり得る。( 工場に河上に

ある潟、市民が非常な迷惑を態じてる油例は、東

京、盛岡、高; ' ，1) 。然るにこ〉に生産過重なる工

業専用都市がある。それは人口 l 入 賞 引 000国 (

或は7・800闘以上〉級主なれる場合で、か〉る都市

姐有の欣態としては、環境は煙墜にて汚染きれ、

街路は喧騒、 室内は過密lこで住むに堪へき「るのみ

なら今、大規模工業の都市なるを以って、購買組

合護達し商庖荷成立し難い。( 日本都市消費生活

の絶筆j僚件) 。即、必子商業地僚は低廉で一般都

市の牛額以下である。

生産人口首り 1000回級都市主地債の閥係

地償 同年攻同級都市地償

入 幡 300( 昭 昭10年〉 稲 岡 1000 長 崎 600

川 崎 200( 昭和 8 年〉 和歌山 600 岡 山 1200

尼 崎 250( 昭和 8 年〕 問 橋 800 小 倉 750

太 垣 350(昭和 10年〉 宮 500

釜 石

‘ 生産額不明なるも之に溜ずと認む可きもの

長 ＳＰＰ Ｈ 昭昭 ＱＰ ｾ ＯＧￕＩ 服 岡 1000 長 崎6004

佐壮保 250 金 滞 600 廃兇. 鳥 600

横須賀 300 静 岡 500 金 湾 600、

?こ Y か〉る工業専用部TI i が蛮展してる時、必す・

之 lこ近接して消費的な iiili!i が 存 在 し 、 之 がJ 仁責

本」乃至「消' s : J の形式でその成果を吸牧 lィてゐ

る事力' - - . : . 般である。そ の油例を

工業都市

北 九 州 都 市

学 部

川 崎〈鶴見〉

群 馬の 工・1島都市

等い見る。

浪費都市

縞 岡

山 口

横 瀦

前 橋



此のごつの都市の型は一つの組をなしてゐると

見る可きであるが、之れ或は生産過重なる都i [i 内

から「都市自盟」が逸脱し 、之に近媛して摘自に

育生しにものかも知れない。

以上は中IJ、都市の場合であ・るが、大都市に於て

は叉特異なる態容を示す。即、大都市に於ては、

工業の: i i t もさる事ながらその位居及、消費部門の都

目IJ も強力である。即相互に強大なる地域を占め之

は決して相浸し得ない。即、 そこ には堂々と生産

泊貨が杯! ならんで共策せる形を保る事になる。

七九大都市の工業地域の院大 きはすぎに工業専

用都市の大型なるものを引き離してる。

工 場 職工敬

*  Ji t  

13.000 329.000 

大 阪 12. ∞o  263.000 

名古屋 '4.000 ＱＰＱ ｾ ｏｏｏ＠

入 幡 144 20. ∞o  

川 崎 103 25.000 

即ち八幡、川崎 t 栴しでも、 大都市の工業力に

比すれば微々 Tこるも のである。

此の前大なる面積は4三位 iこ於て、完 杢に工業市

民を谷み彼等をして他の ｬ 止ＸｉＭｾ省みる徐俗ｾ興 へ

ない。いは Y そこ に市民心理ぷJl こ樹立せる世界が

成立し、従って大都市 lこして初めて羽目なるエキ

文化が臨成すると云へるのである。

然かして光子そのJl; 姐凡なあらわれとしては、

自個地域の中に自己専属の峡業中心地をすf ち都ili

生前を確立する。( その挑成は東京では、純粋峡

柴毎渇 fE と之を取りまく ili 苦言同'. )陪j 庖街を以って成

る。然かして その市場商庖何分布のピッチは lifl に

インテリ匡域のそれより急: である。

大阪の九僚の特色は越年程， ｾ Ｇ ｬ 快でないが、諸種

の娯楽施設を有し所属地方の千j 力なる中心となっ

てゐる。

名古屋に於ては未t:' か〉る 全市中心に樹立する

大きさのものが費生してないが、大曾根、‘ 熱田の

如き梢 その途 t にあるのであらう 0 ・7こY 此の民大

なる区域は煙盛乃至それによって生す・る紫外線不

足の錦、居住民は そ た商 ｾ ｦｾ に 顔 色優り子、 身 心 共に

ユ{ ウツなる感を興へるす

東京の例 〈筆者の賓例〉

郊外の紫外線情数10に到し、本所、深川は2- 30

叉此の工場居住混在し 、工業交通の錯綜せる非

都市美的な直域は以上の依1+に拍車をかり 、居住

者の情操に悪影響を興え易い。( 自分は少年時代

を工場町に迭つ fこが、理想乃至情操の低調さは省

みて懐然fこるものがある〉。

更に又、民大なる商積に日給的生活者が無秩序

に群 居し 、 そ れが結へす・ ｾｩ 及協乃至居住を移動して

ゐる事は、全;挫の 人ゃを虚無的にする。( 特に非

郷土的にする〉。

之は中 ｩｩｴ のギル ｆｉｾ ｬＧ ｊ な紐帯榊成の都市 ｩ こ比し 、

枇合仰に削る不幸なAA態である。又調官なる家屋

のぬ積はそれが概ね工業主: 地の関係上低漁地なる

事と加へて、保健 t 極めて好ましからぎる居位AA

態にしてゐる。即この憂竜彦なる世界は弼自の・文化

を有すと到t それ は 決 し て 他 査 な も の と 云 ひ 難

ひ。恐ら〈は近代都市の災禍と栴せらる〉線、ては

此鹿にありと云五、可きかも知れない。

ｦ こ、ｾＮＯｦ ｬ｜ 市全盟としてはそれが大都市なる閥係上

，非工場部門は完杢に自立し、工業資本の吸牧部分

として壁かに肥 え太って居 る。そのAAあ? こかも前

述工業専f I J 都司i);; 消費専用都市とを融合せしめに

如き感がある。

fこY 此の際の消費専用都市との相異は結局 tこ於

て、工業部門よりの煙盛その他の影響はきりが? こ

し 郊 外逃避が絶えす・行はれる事である。

以上ぞ通じ工業は強力なる榔材ーとし て、都市の

柿芸作f I j に役立ってゐる事に例外はないが、? こちJ

同i寺に之れが榔ili 自謹に到しては1こへす¥自壊作

用を以っておびや.かしてゐると云五、事は iij l瞭とな

っfこ。

4. 明日の工業都市

lりj 日の都ili はどうなるか。恐ら〈岡土計査は都

市の機能を極端に分{ じするで あら うし少〈も之れ

を次の3・4種以 lリj}j リするであらう。

農業部i I i

工業都市

機能郁市( 消費中心をかねる)

慰紫都il i ( 観光的な〉

ぞれ造のnn、工業は工業を 11乎ぴ一一 既に昭和 1，2

年で東京、大| 夜、愛知、 稲岡で全! 喝の工場数の42

% 職工教の41. 2%生産額の46. 5% を? 占めて る。

又、その集中性は職工数に於て、

91x  



昭昭 Ｖ 年同 Ｙ 年間 ＱＰ ｾ 手

東京府の醗J京地方に劃する率 33 42 46 

愛知県菜の中部地方に於げる 率 40 47 50  

大阪府の恥Hi !i 地方に於げる率 39 4乙 43 

縮問燃の九州地方 Kこ於げるー率 46 56 60 

( 商工省宣言興部〉

主云i 、模様で知れ様ーー多少の地方分散により

繁栄を儲倖せる都市を践して、全都市群は衰械部

市 し 工 業過 震の生産的な る都市左に分II号され様。

参考。組育市に重工業の集中せる理由を 1.000 工場に

ついてれ v しれ結果は左の遜りで ある。

東京に於ても分散運動に霊場し絶へす・有力なる所で大東

京是認、太東京 の工業立地位の優越が主張されて る。

組脊の工場の立地せし理由

〈調査1 . 029)  

運輸の利便

一般 53 

餓i盆 98  

貨物運賃 7  

水芸E .50 

トラック 49 

サイヂング 24 

1.- ツク 7  

288 

努力 〈各工海の要求に到し量賀多様に〉

244 

市場に近い 141 

工場建築がある 94 

資材近し 51 

生活状態 42 

低賃金 39 

動力燃料 38 

税 27 

関係工場に廷し 20 

併合集中の使 16 

資本の使( 経理野上の使〉 13 

土地際し 12 

個人自主理由 7  

法律関係 4  

値上りの考慮 3  

姉妹工場に近い

殴材の慮理

{ 也の王軍由 8  

寸宵宮

此のgg理には? こ Y 岡土計・霊 の繋明を待つより仕

I X 1 0  

方がない。然らば国土計霊の都 市 として特に 工 業

専用都市はど うなるか。之を調逸の例に侠つ迄も

な〈日本fr.. ]に考へて見る。新しき純梓なる工業都

市。その特徴は之である。

イ、後背地主の開係は傍働柿給地であゐと云」、

丈である。 政 治粧i f' f . 1-. の機能は白者Ili liの人口

の震のみになる。

口、商庖街は存在しない。

此 の中ィ 、については何等駕 〈に値しない。問

題はロ、である。何となれば本邦現代都i I i 人の消

費生前が、形而下R 形 而 1: のものにか川まらす¥

此 の商 Ａ 苫街ｾ 媒謹としてゐるからで ある。Ｈ然し

て之はギリ シ ヤ以 手 ｾの 体統 で あ るＩ 。 即 そこに我

々は泊、費のない人口の集圏を見る事になる。之を

都 i li と云 i 、可きや。 - e なる 。

此 力事は農業郎市についても 言 ひ得る のである

が、 農業部 可 ｩ ほ本質 上部 ￯ ｬ￯ 美的 と迄は 言 ぴｊＺ ｾｦ ，きも

占 ｾｉ 可 ￯ ￬ＧｴｬＡの政極的な原因は千 ｊＱ こない 。 然 る に工業は

それ自轄に都市制] ) 要素 を多分 i二千子ってゐる。之

は消費環境として 奈々ｾ格 でな ｌ 、 。よって ， リ ｪ 日 ｄ

l工業 都市は、

イ、積極的に消費中心を設りる事、それは 尚 庇

のもの、スポ『ツ性 J ) もの、公園 j:.] なもの〉

外にギリ シヤ以来の市井的な夜間 的な屋外刈

な楳楽的なものも備えなげればならぬ。

( 組育のイーストにはおび7二V しき隣保自官がゐり、

工業文化らしき舷禁生活を替んで居る。〉

ロ、 工 場 緑化と 共に居住地域 と工 場地域 も 縁地

にて遮断す可 き事。

ハ、交通純も 「消費J I 生産」 と完全に分 織す

可き である。

へ 住 居 区 域 の 徹 底 的 な 線 化、都 市 美化

〈住居建設の自由 主義の排態。〉

ホ、都市全謹の都市美的構成。

等が必要とされる。

か、る用意な しに集結せられ1こる 工業都市は、

都市の形骸にして都市自韓ではないと云』、事にな

る。 c之を「存在する都市」 と 「生害する都市」乃至

死都と 3首都に，81) げてnljZl くとノ、ツキリする。〕

×  

此の最後。- u { f 特に新興工業都市 首事 者 に贈

り此の稿 の 結訴 とする。



民 族 性 と 現 代 都 市 構 築 と の 関 聯 性

一 一 都 市 の 新 奮 文化 調 和 への 方 策 に 寄 せ て 一 一

9持

1.ま へがき

2.既成都市の現代性

3. 環境の奥え る自然*-

ＴＮ 現代都市と都市 美 ｾｊｾｩ 勾の同標

5. 孜園現代の都市文化

6. 新1Jj 文化の調和とその民族性

7.結 び

1 . まへがき

凡そ時代の岡民生活を語る言葉として都市程よ

〈我々にその真意を体へてくれるものはない。殊

に都市を構成す る多数の建築物を遁じて此の事を

強〈感じ る。我んは都市の歴史性を緒〈時. 我等

の組北が都市で如何に働き、如何に安息しそして

如何に日常を生活して居つにかを知る司王; bqH来

る。そして叉両氏の生活の1 "1象或は宗敬的信仰生

活と云ふものが如阿に都市に表現されて居つ? こか

も何へて央れるのである。斯〈して我々は都市の

歴史性を柿J; X : する過去の組光の生活を聞きその精

神を読む如く 、現代に於てもその都I ii : f e柿成する

多数の建築物を: J i l じて現代0) 時代仰を読み且つ理

解する。

地球友!百上。刀工作物日、人類の自然に到して如

何に油臆して来? こかを物語fる限りに於て、都市も

亦土地 の制約を受りつ〉成長して予1 ( 1こ事も亦首然

の事であっ fこ。何故なれば人類が地上を加工する

鴛には、その材料として の土、石及木のみならす・

その地理的最境をも選探せねばならなし、からであ

る。此の意味 iこ於て現代の人文地開ー撃の殻速は、

以上の如き閥係を極めて既い範囲の観祭に於て立

設す る事に役立ちつ〉ゐる。

自然に釘する人11日生存の要求が住町であり 、集

園生活の粛す建物 J ) 椛成が都J i i費生の姿肉である

' とするならば、 その要求への自然均作川としての

表現が都市であるとも百円へるかも知れない。換言

すれば人類ぷ土地から生存に必要なあらゆる資源、

来 筆者は建築技師 ・大阪府経葉掠

亀 弁 幸 ヲた 郎

: f e 受縫ぎそして彼等の生活要求を充すベ〈 天恵の

知識を綜合して工作を施す時、そこに自然と人間

との合作め完成があ る。即ち此の完成が都市と言

ょ、形態を以って表現されに時代の言葉なのであ

る。斯〈して人類と自然とは l つの心 tこ於て働き

且e つ互に作用し合って、自然に1 "1する人聞の神秘 〆

性と親和の情とが完全に結合するとき 、 それが偉

大なるブJ となって自然のなかじ熔げ込んで行〈の

でゐる。共虚 lこ生命の泉としての都市の美が構成

されるものであると信今る。

此の意味に於て、否人は都iil : f e ぞの異質の姿に

於て眺め且つ理W(，する事が出来る。故に都市の歴

史| 生と云ふことは、その時代に、その土地に於て

最も油合し7こ形態に於て表現されTこものであるが

放に、或る土地に輩生しにものを 、他の土地に移

植する事によって現代の時代性を主張する 事は最

もJEかな事であり同時に調和の破壊でもある。

2. 既 成 都 市 の 現 代 性

現代乃都iii に生存の恭礎を据えて居る我々は先 .  

づ生活の険序と清潔しそして健康とを望んで。居

る。が然し例入のより良き生活を集圏の力 iこよっ

て保持するものが現代の都市であり、その機能に

よって人類の文化生活を高度1こ昂揚せ しむべきも

のが都市生活であるとするならば、それ は常に土

地の向然性と歴史1' 1: との制約の上に成立する人間

の集凶生活、の 1 つの形態である。此の意味に於て

既成都市の現代性は、 その土地の自然環境と歴史

的背景の協調を得て初めてその極致tこ達する。即

ち中世の減下町としての江戸千代田岐を囲む帝都

の主主池及石J : ij のめの雄大さ 、質と孟から云つでも

その威厳、堂々? こる楼門のめの鞘綴せる姿は、之

ｾ 等に中世ＱＩ生活記銘である。が然し現 代の帝都 の

:土・附fこる丸の内ー闘が鴎成する都i Ii 美の持つ現代

'1' 1 ; は此の域の持つ自然λ 諜境と歴史性とを背景と

して表現され? こ rlJ と奥行のある都Iii 景観 lこよって

1  1  ，X  



設ll ) i されてゐ る。そし て此の巧みなる組合せが新

留文化の調和を表現し fこ都市美なのである。

鹿でか〉る江戸岐を逝濯や家康の作品である

と見るのは1 [1，計である。つまり江戸城の如きが翠

なる 1 人の天才や試まヤれそー築迭され? プと看倣し

得ない時代桐のあるのを等閑に附しではならな

い。 -即ち共虚には江戸披を築迭さすべき時代の必

然性が活躍や家康と結び舟いて宜ー現され? こもので

あるのは確かであ る。此の事から我々は共時代の

精紳と生活とを見且つ聞き取るのである。即ち現

代の既成都iHに於て都市の歴史性が傘重されね

ばならぬ所以は此庫 lこあるのである。? ごが然し現

代都市の登遠の必然性から如何しでも時代引率へ

る史蹟の l 部叉は全部を破漉せねばならぬ破目に

遭遇する場合がま〉ある。此の故に、現代の都市

生活の機指を珪揮するにめ tこ只徒らに此の所謂隼

重さるべき都市の歴史性lニ拘束されねばならぬと

言ふ理 1:11は成立し得ないのである。 即 ち今日我々

が既成都市の蛮遠の必然性と都iij の歴史性の聞に

横はる幾多の矛盾する要求に遭遇するこ与は、決

して珍らしくな い。が然し恥φ場合 2 つのか〉る

封蹴的要求をば如伺 iこ調和せ Uむべきや、と言ふ

ところに現質的な問題が存在する。殊に京都や奈

良の如 z、我珂の岡史上から言つtても重要な意義

を有す 5都市に於て然りである。 l

都市の持つ体統的歴史性を? 無関しに都'rii 構成が

都市美の破壊である様に只徒らに歴史に縛られに

都市の構築は現代都市活動 J ) 障碍でもある。放に

各都i ! i にはそがぞれの持つ性格がある。而して之

を基調としに現代都市の構成があるべきである。

即 もそこから既成都市に釘寸る新奮文化への調和

の出張があり且つそれによってのみ既成都市の現

代的都市美が考へられるのではあるまいか。

3. 環境の奥へる自然美

人類は湖上生活の石器時代から今日の所謂現代

lこ至るまで、 71¥と共に生活を替んで- 来fこ。小川に

臨む農Hから 、河海迭に沿ょ、大都市に至みまでil<

の恩悪に浴しないものはない。即ち 人類は河川 と

去に存在し、71¥は永遠に人類の生命を櫨いで流れ

行 くものである。誓えば東京1; 隅旧 J 11あ れ 京 都

lこ加茂川がある様に大Eえには淀川がある。そして

大阪は此の淀川の存在の故に護展して来fこもの と

I X t  2  

百へる。

比叡を枕に満々と水を ｾｴ こ、〉へて横 ｦ こはる琵琶湖

が商工都大| 涯には依くことのできない 71 ¥を供給す

るところの心臓とするならば、淀川はまさに大限ー

と琵琶湖をつなぐ大動脈であるばかりでなしそ

れが水都大阪としての都市景観構成の恭調をなし

て居る。即ち淀川 と云ふ地理均自然性の興へる環

境を無関して大阪の都ifj 美を考へる事が出来ない

様に、 JR京も亦隅1] J  11 と糾する地理I " J自然。ij 環境

を基調として東京拘都市景観が構成されて居るの.

リ，; - f サ イド，守ーク

である。即ち河進公園としての隅問公閣の近代i - J

人工的構成美も隅問 川 と云i 、自然' I " j 環境と調和す

ることによって初めて本来刀生命が躍動する都 I!i

美が構成されるのである。発I y : 慶橋を中心とし fこ赤

坂見附一同の新宮文化の巧妙なる調和が構成する

都T!T景観、 ! ! 三蔵「い〉ら楼Ef:J 1'1附近一帯が構成する

都市美的風致景観等は、いづれも新都文化が i白撚

的環境を媒介として構成されに割和美の極致で‘ あ

る。而も之等 J ) 鼠然1' : 1素材1まいつ' れも 7kをナコJ左手j と

し? こ自然 ij な地形による堤、石垣、坂路、樹林、

並木、芝草等を要素とし? こので、それが江 fl 誠 )j

懐古的涼囲気を護散せしめて居るのである。 1f 街

街のピルが櫛比する人工美は之れ喜志 J ) 歴史:I" j}武致

ｴ 調和して奥行のある ｾ Ｑ ｛ｴ の都 ￯ｩｩ 景観を構成して

居るのである。即ち都市美と 言 ふものは斯〈の如

〈それ等の要素ドパラパラ lこ存在することではな

〈か〉る諸要素の綜合と調和から成立しで居るの

である。故に都市美をお匂或するものは、都市の建

築物刀集合や、或は環境 乃i自然が興へる風致J j み

では成立し得ないも ので、 tr しろか〉る 要素の複

合と調和と綜介とが離す援化と統ーによるも θ で

あると 言へるのである。環境の輿へる自然泊風致

美と都I [ i 建築が興へる人工的構成美とは、いづれ

も都市美構成上重要な部分を占むることは ｾｲｕ 、ま

でもない。故に都市美は自然と 言 」、媒介物により

人やゆ成物に蓋が護見きれに時、達し得られる

都i[i 景槻の極致であると 言へるか古知れない。

4.現代都市と都市美増進の目標

然らば、都' di美を構成するものは来して前記の

如き要素のみかと言へは必・す・しもさうでないので

ある。今使宜上都市美を構成する 要素を列摩して

みると次の械なものを翠げ得る。即ち



ィ、 地形と自然の要素… -・芯路、水、 樹木、

車及並木等

戸、人工的な要素、 建 物 ( あらゆる F践買の〉

橋鍛泊及軌道、活路工作物、塔、城~

ハ、動的1主要素、入、動物、自jJ[}J車及共の他

の交通機制

之等の要素の組み合せ如向が都市美に甚大なる

影響を興へるものである。果して然らば、現代社

合の都市への要求は常に都市美榔成lこ好4条件であ

b 得るか? 事責は正にそ の反安! なの である。

即ち現代の都市生活は、そ の持つ文化 の水準 tこ・

感じて公令堂、美術館、劇場{ 音楽堂、競技場、

翠授、病院、市場、停車場、官臨及共の他都市民

の公共生活に必要なる共同胞設を要求して居る。

が然し更に現代の資本主義的商業施設は之等の文

化的共同胞設を造か に越えて、看板、蹟告塔、ボ

スグ ヘ 電燈柱、ポスト、 交帯、街頭便所、塵芥

箱、ペ ンチ等は勿論銅像又は記念碑、及大ノj 、公闘

等の諸胞設をも都市生活に必要な ものとし、主主々

その構成を複雑多岐なるものにして居る。市して

或る場合は、塑化のみで統一のな い都市景観を叉

或る場合には統ーばかりで滋化のな い都市防成を

随所各所で表現し、都市の歴史性も、現代7性もな

く. 只課 もなく時代錯誤の不調和の故 に、都市生活

のあらゆる部分を危険と不健康に追ひやって居る

と云ふ のが現代都市の偶らさf る奏であらう o' 市も

更に悪い事には、都i Ii 心地理的な 自然性も或は都

市 の性絡を芯味付げるｾ統的歴史性も無硯され 、

金〈個性と澗創性が失はれfこ峨洲現代の都市施設

の雛形が}ザ掛f きまでに なら べ立てられて 、都il i生

活亡調和 と健康とを粛すべき都ii i美を破壊しつ〉

あると 言ふのが現イ切と問諸割問i J ) 偶らさぺる 賓怖 で

ある。科 製を法礎とし ＿こ今日 の都 ｗｾ 構成 する 諸

要素は 、文化の進展と共に復雑多岐に亙って来る

が都市美はそれ等の要素が金悼 とし' L 調和さ れ?二

時はじめて達 し得る 綜合的結貰で ある。 即 ち、11日

々の骨造物又は多くの要求が切れ切れlこ解決を付

けるものでなく 、各々が全謹として整備されT二時

に達し得 られる調和と統ーなのである 。

都 ii iが 1つD行機け生前讃とするならば、 Jt 虞

には自 ら都 di の性格と云ふものが衣現される筈で

ある。古文に部分 々々 にブJ を入れても 、金謹の秩序

長日本音1¥市年鑑〈昭和15i手用) 48頁

と清潔と 健康 とが表現されねば民の都市美は成立

しない。と 云五、のは都市の清潔と健康は市民の睡

位の上に現れ、朝l市の秩序は市民の現賓生活によ

って表現されるからである。之れ即も都ｾ美達成

への目標ではなからうか。

5. 我園現代の都市文化

人類 の想像に浮ん ｲＺ 線 、 て の ｦ れ、もの〉内で 、 者ｾ Ｎ

市は最も古いも の-，. 1つであっ? こと云i 、思想、戸結

質はE 大都市の 11
1

1

現を達成しに。が然し現代の穴

都市は、都市生活
:Ki の大部分の者 lこ取って彼等の

日常生前に封G _ 不安と焦燥、特i佐と不健康、出産

率刀涯i成と死亡率の増大及室製に劃しては災害と

危持率 の 増大 ｾ ｴｬｩ Ａ へるところの最もｾｊ￨しき存在の

つ となっ? こが、同時に農村 人口 の吸牧 tこは不思

議なる魅力を持つ偉大なるスフ インクス的存在と

なっ? こ。此の故に現代文化の淡族同都市から生す・

ものではないかとさへ考へられる械になっ fこ。

1闘家に 人口 の.{i.いと 言ふこと は、民族主しτ

伶大なる強味であるのは争はれない事貰である。

此の反t - 1に人口 涯減乃現象と 言ふことは 、その民

族叉は間家の滅亡を怠味ずるものである。ローマ

の歴史を締〈までもなく 、都市岡家主 しで柴へ?こ

大帝闘が、そ の最盛時から僅々数 100年を経す・し

て跡方Lなくなって仕舞つにのに驚〈のであるが

同時に人口 の多寡と 云ふものが如何に閤力に影響

して居るか を深 〈認識するのである。此の意味に

於て現代の都市美は市民の質生前の内に表現さ れ

るものでなりればならないと信打。何故なやば

我問の都T! i 人口 は玩に 内地人口の勢 32. 7%1こ相官;

して居り、而も都市人口のｾｉＭ｜ 産率の 遜減や死亡率

の増加 は岡 1)蛾充に釘 し由々しき影響を及ぼすか

らである。

今日欧米文化の影響を受げて殻達して来fこ現代

我問諸都iii は、失業、貧乏等の鹿迫から 例人生mに

於て人工午] に人口 の増加 を阻止せん主 す右こと の

提唱さへ行 lまれに事もあっ fこる而して官費放行に

よる賦米硯祭- i f の粛す・そ の土産話は ・人口 逓減乃

‘ 放に出火なる生前71<準に達し? こパ リ戸、，ロンドン

及ニユ eーヨー ク等刀、淡落過程にある欧米文化の

移植であっ? このは争へない事責である。 即 ち彼等

の政治に於けるデモクラシ 戸、経怖に於 りる自 由
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主義を武器として獲ち得7こ華やかな文化生前は植

民地に於げる無数の有色人種の犠牲を代償主 して

得 fこ白色人種の水準の高い都i fi の生活記録なので

ある J 此の結果として現賓に我闘が今日悩んで

居る 問題は 人口 の都市集中と農村の疲弊、家族制

度の衰退と自由緩愛主義の路頭で- あっ? こ、市して

現代都市生活を代表するスポ戸ツ、映前等による

額際的な淡落文化は笹: てなかっTこ程の速度で個人

生活へ侵入 L て行つにので ある。之れ即ち日本的

性格を失ひっ〉ある域間都 lii 生活の現賓の姿では

あるまいか。そこでか〉る欧米文化の盲目的模倣

が、自闘を危険に陥れるものずあることを、 深〈

我岡知識階級居 lこ警告しにのは彼の満洲及日文凶

事援であっ? こと思ょ、。殊に我商都市計苗の所制20

年史は好なと好まｾるに拘らすＧ正に此の浪 Ｚ 法文化

轍入の歴史であっ? こ事は争へない事貰であっ fこ。

政治のデモクラシー、粧怖の自 由主義を基調と

しに、欧米文化 の淡落と共に我が 日本をその波落

過程に引す. 1) 込まんとして居る l つの姿は、世界

のE 大都市が、 t その都市生活に於て無数の都市民

が土と血を失って居る現賓によって認識される。

人類は原始時代の流浪生活から土に間着して段

民となり 、次いで都市建設を契機として土より隊

れる 生活が開始され、ニユ{ ヨーク、ロンドン、

東京及大阪と 言i 、桟なE 大都市の都市人 となっ? こ

のである。此底に再ひ' 土を失へる 人類の漂流生活

力Z開始されにと看( 故すことが同来る。 即も 文化は

民族を越えて1世界的となっ仁、 同 時 にその淡落

過程への付進が開始されfこので争る。今日帝都と

しての東京が700薦人の人口から 800寓人になっ? こ

事を喜び、蝿て 1000禽人に述するであらうと云ふ

ことに希望を掛け、而も それがニ ューヨークに次

ぐこと を誇っ て居 る様に 、今日の大阪が 300 寓人

の人口 から 5007.7至600寓の人口蒐集に希望を掛げ

て、 あらゆる都市施設がそれ i二割膝すべ〈拍車が

かけられて居るなどは、正に此の事貰を裏書する

ものである。而も我閣の都市構築に封しあ『らゆる

商から之にI #IJ係を持つ人々でさへ、今日に到るも

大東京、大大阪、大名古屋等を 以って誇りとして

居るばかりでなく 、甚 ピ し い の に な る と 人 口 3

高* *6千の豊中或は 3高 l 千人の池田等の小都if i に

到るまで‘ 大型中、大池悶などの形容詞を附し、

蹴米文化的都市施設移植の放に附近農村との均衡

と調和とを破 bつ入人類を土より鰍れしめ再び

漂流生活への 1' 1H-
1

1 を強制しつ〉るる質問である。

果してか〉る現献に於て我々は都市美を期待し得

るであらうか。

6.新奮文化の調和とその民族性

現代の都i [ i 美がiii・民生活の秩序と清潔とそして

健康の上に表現されるとするならば、只徒らに肱

米文化の修植的な、単なる街衡の美¥t ' 飾る べき シ

/グイツク ・デザインの紋果の故に、都市の特ぷ区

域を限定して都i [ i景観の偏在性に拍車を掛ける事

であってはならない。即ちｾ謹白 ［ ｾな都市生活の場

所 ｉ ｾ ［ ｾ 配 備の上に成立するものでなげればならな

い。而もそれは常に、経済均にも政治的にも園土

全謹の均衡を保ち得べき自然と人工との調和の別

名でなげればならない。故に現代我閣都市美を規

定するものは、 その都市が寄在する場所的配備

である。而もそれが都市の性格を物誌る歴史と自

然 D なかに熔け込ん? ご現代都市文化が物語る時代

的言葉であるとするならば共廃に我々の貫生活が

めらねばならない。

生活を基調として ｉｈ 護すべき現代都市美を 、 ｾ

なる街衡に於ける都市景観の整備と見るのは誤り

である。如何様に都iii を飾り、局部 l切な所謂美翻

を増進せしめにとしても、都市民全開否両氏の精

神生活の内に生気に袖. ち? こ民族的自党もなく 、只

妥協と折衷と調停に窮々しながら、何鹿となく絶

望的な 、自暴筑味' i . 而も生活の口棋を失つ? こ様な

ものであるとするな らば共底に都I [ i美の存在を考

へるのは無理なのである。

模倣々々で蹴米の型¥t ' 追って居て、我々は何時

しか澗特な民族性が持つ性特をも摘む事が/ - 1 11来な

〈なつTこばかりでなく 、時代とそ の性絡を諮るべ

き歴史の遺跡さへも 11住物内な都i ii(1句な安水の前に

は、反符の依H院も興へられ子、只{ 波浪乃一路を辿

って来fこのである。現代我岡部iii 計'ln;zo年史を顧

みるとき 、 日本的性格の再吟味と同時に、 日本都

市計主上の都市美と云ふもの 〉再検討 が組上に首

然登らねばならないと Jι ふ。

人間の集園生活み有機均な括・動力Z、都市に於て

は都i fj 美として表現されるとするならば、都市美

後Basi J Mぽhews: The  Clash of Col our P. 10-82.  制 日本都市 牛鑑Ｈ昭和 ＱＵ ｾ ｦＧ用Ｉ 64頁
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ｾ表象するものは常に構成的であり立説的であり

且つ叉動的であるところの有機的な椋合でなりれ

ばならない。而もそれは、都市計茸上の所謂美観

地区でも 又風致地区でもない。只それらは都市美

昂揚の要求を満すべ〈考へられ7こ一手段 に過ぎな

いのである。故に手段は飽くまで手段であってそ

の本質ではないのである。

此の立味に於て、人間の質生活に無閥係な る風

致も美観も凡そ意味ない様に、都! I i 生活を考へな

い都市・美は存在し得ないのである。我々はボンペ

イの! 頃跡1) 歴史を縞いて、ローマ守i ' f 闘を偲ぴ或は

エジプト lこ於げる雄大なピラミツ 干建設の歴史を

読んでは官時のエジプト 人の貫生活を考へる。或

は大阪城とその都jii を視察しては秀吉時代を想像

し、更 に又日光の束) ! 託宣を見物しでは徳川時代を

理解する。 1: が然し5000年の歴史を語るピラミツ

予を建築しTこエジプトの人々或はポムペイを構築

し? こローマ帝国の岡氏が果して今は如何なって居

るかを場へる時、我々は現代と云五、地に若い? こ都

市美を創出せねばならないと忠五、。而して此の出

張は現代の時代の盤に聞かねばならな い。何故な

れば都市と云」、大建築物は時代の番犬の桟な もの

であると信す・るからである。即ち時代と云ふ主人

が吠え‘ろと言へば吠えるし、お削 vt と云へばい

つも縮こまってまことに従11闘しいのである。であ

るから秀吉の時代には、大阪の街中に大阪城が出

来るし、鎖岡主義主行政守し? こ秀JU、や家光の時代に

は、山向中に東照宮の如きものが建築さ れる、と

云つTこ課である。そして宗教が勢力を得れば寺院

を中心としに都市が勃興し、戦争力 Z盛んであれば

城を中心とし? こ都市建築が行はれるのは首然であ

る。 言葉を? 換へて言へば歴史を繍くまでもな く、

その昔に慎7J ある者と云つ fこら王俣か坊主に定ま

って居つに のであ る。 Tごから城か廟か或は苛2院を

中心、として都i!i の建設が行はれ? このは叉宜なるか

なと言へるかも知れないのである。果して然らば

現代乃都市は何を円棋として建設され、そして現

代の都府美 t1如何なるものを背景として表現され

ねばならぬか、問題は此虞から出替する。

許j ょ、までもなく 、日 文事鑓金契機として立ち上

つTこ我が大寺口氏族は、今や東亜の新秩序建設と

言よ、京去を問力を賭して措ひっ〉あるのである。

市して此 の 民族 ｾ ＱＢｊ ＮｷＺｴＧ［Ｚは、我々 の 灯むと好まぎる

l こ拘らす¥ 明 治維新以後70有蝕年の長きに亙って

培養れ? こ欧米依存主義的思想、のあらゆる殻を破っ

て立ち上らねばならなくなっ? このは事賞である 。

此鹿に日本附性ｾちへの反省、があり、我閤歴史の再

検討がある。そして現代都市は此の再検討による

日本精神宣揚から建設の再出費がなされねばなら

ぬ。而も現代の都i !i 美は此の再問穫による民族的

自先を背景として表現されねばならぬ。故に我閥

諸都市の持つ都 ￯ Ａｩｾ歴史性は 、現 代都市美昂揚の

軍要なる地位を占めねばならぬ。市も此の; t : ; : の認

識が我関都市に於ける新哲文化の淵和を規'ゼし得

るキヤスチングヴオトを握る鍍ｾであらう。

7. 結 び

以上を要する lこ、我凶現代の都l !i 美昂揚は、精

神的には簡素なる単純性を基調として大和民族の

民族的歴史の再認識による日本的性格の把握から

/ " 1¥穫すべきも のであって、 ぞれはグト面的なもので

あると同時に内面白な心理的なものである。 即ち

挺貰な単純性は蹄悲の夜を偲ぶ ｪｊｩｾ 言 ｨ｜ さがある 。と

同時に天空を奔る J馬の様な勇気もあ る。それは人

間修養の始めであり且つ終りでもある。故に此の

単純性が複雑a性に到する時、共潔から有色人組の

犠牲の上に建設され? こ複雑にして高踏的な肱米文

化を粉砕する源泉が湧いて来る。

然るに今日の我が民族の貫生活は必十しも単純

ではなーい。殊に我岡都ili 生活は所詐j複雑・性を遁り

越して今や殆んど混乱の極度に達して居ると 言 ょ、

欣態を? 呈して居る。此の位人間の努力を浪費する

ものはない。殊に現代我岡大都市に於ける都市生

活の複雑にして単純ならぎる事は今日既 iこ附係各

方商の注円の棋となり 、 そしてノトや之れが解決に

識有の努力炉此の方面に多数傾注されて来? こ事は

或は民族の賄事| 主に取って皮質すべき事であるかも

ｾ［ ｛ｪ れない。 ＱＺ が然しそれ等が持つ ｩ￼ 上合的責勢力と

云ふものは、E 大都市膨脹への貫力の前 tこは、金

〈九牛のー毛でしかない有棋で、之等の好ましか

らさ' る事・1' 1¥; を切幽拒腕の内に杭21現せきe るを得ない

司王' j y . ; にある。殊に現下の非常時局の生産力蛾充は

菅に都市膨脹への拍車であるばかりでなし工業

の地方農村への分散を招来し、田闘忽ち鑓じて工

業都市になる例は今日枚場 iこ起がないのである。

而して工場敷地主附風住宅用地の? こめに慣れ去る

1 5  1)( 



耕地は、金圏各府! 孫右? 遁じて移しい数字に登って

居る。それは政て此躍に統計的数字を羅列するま

でもない周知 力事賓 となって居る。例へば大阪府

を例に取ってみても、 年に 700 町歩乃至 1000町歩

の耕地減少となって居り、市も 14年度から 3 ヶ年

計聾で 10001時歩 の開登を猿どして現在まで 2 百 数

1{) 町歩の成績を事げて居るのであるが、それでも

なほ耕地の減少の傾向 を阻止する 事が出来ないの

である♂ 而して此の傾向 は我圏各都市の郊外生

活の純粋性を滅亡させつミある貫詮である。即ち

都市勤労考へのオアシスとしての郊外生活の菜が

恰も蹟野を焼〈様に次躍にして仕舞って居るので

ある。

之に加ふる¥: 二度賑産業が農村 人口を都市に吸牧

し得fこ結果は、彼等を都合的悦楽の一1: 1- 酒に醇; まし

め、昨日 の農村の素朴な模範少年金今日の都合凶

不良少年に輔、洛せしめて居る 事貰は等閑に附し得

ないものがある。停へるところによると帝都の盛

り場に於ける不良検挙 刀結果は、或る 警察署管内

梼農村の貨情報告害、 大朝昭和 15年5月19 日

制労務者慰紫tつ創造化、大朝昭和15年5月 13 自社説

の如きは、職エド93.%をも占め、市もぞの大部分が

青少年職工であっ? ごと報ぜられて居る。州之等は

いづれも彼等の都市生活が環境の秩序、清潔及健

全性を保ち得ない事を意味するもので、我々の所

謂都市美が彼等の貫生活から遊・雌して居る事を誰

| 列するものである。然りと雌も大和民族護展の歴

史を縞〈時盟31t 原瑞穂羽として単純素朴な農村生

活がｾｾｾの根Ｉ去を流れて居るのを鋭ひ知る ｊ 附而

も此の園の自然が興へる地形、風土気候が悠久26

00年 J ) 聞に大和民族調特な jiJ・謂もの〉あわれを解

し、話波踊r援を愛す奇心、、さびを愛し、しぶみを

好む間民性を培養して来? このである事は申すまで

もない。故に現代の都市生活に失ひっ〉ある此の

調特なる民族性をば取戻す事が、都市並に農村生

活 J ) 事 的 配 備 で あ れ 新 富 文 化 調 和 へ の 針 策 で あ

らねばならぬ。斯〈して都市と農村との均衡が達

し得られるところに、秩序と活:潔 とそして健康が

期待出来るのであって、共底に民の都市美が存在

する 語である。( 了〉

制努如何なる園家でも近代的図家を形成する以前の原始時代では段業立図であつれのでそれは必す' しも我図ばかり

でないと忠ふが、比臓では使宜上{也闘家の事には帰れない事にする。

註、本研究論文は建築協舎として都市計笠委員合より第3回全園都市美協議合へ提出‘せるものなり。

第 7 回 全 園 都 市 問 題
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1 . 開 催 期 昭 和15年 10月5日 〈木〉よリ 5日問、

2. 開 催地東京( 合主毎 日比谷合堂 ・飛行講堂 ・

仁蕗講堂〉

3.  a義 題

4. 待別墾告

5. 議事方法

ｾ＠

6. 主報告者
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第 Ｑ 議題 本邦都市ｾ還の島向と美の

問題

第 2 議題 鶴市の人事行政

時局に闘する問題( 報告者並箆名未定〉

雨議題に闘する主の報告に次で、昔日門

を各議題闘係に分ち参加合員の報告及

び討議f t ' 行ふ

第 l 議題 東京帝園大型基君主授女撃陣士

今井登志、 客氏

元東京帝回大空陸教主受

脳 1I1 i改 造 民

東京市政調査合研究員粂参事

' 弓 家 七 日R 民

第 2議題 法制局参事官

7) 総合h 投

入 江 後 郎 氏

東京ili 刻、務局長

前 回 賢 次 氏

参加者 l 人に付き金 10闘と し、参加由

込と同時に事務局へ納入のこと

8. 捌係女性の頒布会 jJ 日者には研究報告、参考資料

並総合要録等を? 酒E布す



住 宅 の 床 下 通 風 に 闘 す る 私 見

住宅の所間「腰コンクリート」部分 lこ/J 、なる換

気孔を設け て床下通風を計ることは今日一般に行

ばれてゐる方法であるが、之の効果如何と云ょ、問

題に就ては破研されることも少いらしし質際高

丘治淳氏も言はれ る如 〈ソ ンナ関人は居ないのか

も知れないが、兎 に角文献など多〈は見首らない

様である。然し勿論皆無と云ふ誇ではな〈住宅専

問の書籍や雑誌には折々 散見される のであるが、

要する に此の換気法 は効果に乏しいと云」、鞘でー

先づ立見が一致 して ゐる棋に見受げられる。

例へば、山 13113李氏はその『住宅建築の賀際.lI Iこ

於て i 5 寸角や 6寸角の逼風口走使用する場合は

敷多〈取付けて、床下走風が完全に吹抜け急援設

備すべきであり j ( p. l 23) 叉山保る? ごけ「布石と

土芸u : の間を 室りて床下の通風をよ くし、 土誌の

腐蝕ｾ防ぐべきである口 ｪＨ ｰ Ｎ ＱＲＱ Ｉ と述べられ、故

藤井厚二博士は その 『日本の住宅.lI Iこ於て 「通風

口を此の如 〈設けても 、何故に換試は不完全であ

るかiこ就いて見ますし地面に於げる風速は屋上

・に較ぶれば著し〈減少されて 、床下の通風 tこ附近

が釘: 秒2米以上ーの風速に聞する場合は柿で 、之が7こ

めに風力を原動力となして換訴を行ひ得な い場合

の方町多い諜ですが、今恨りに風速大にして之を

原動力となしでも、共の換筑のM態は風向に面す

る通風口とそれに相1討する位置に布る泊風口 との

nnには気流が起らな いで、 僅かに流し?こる 通風 口

と共の最短距離 lこある泊風ロ主 の聞に起るのみで

共の効果は極めて微弱 -cす。 j (p. 122- 123) と

述べて居られる。叉矢印鎖離氏は『住宅の床下換

気に就て.lI (IT' 住宅 .lI 259競〉 の中で、自然通風

による換気孔を設げ る場合の注意事項と して次の

諸黙を穆げられに。即ち

1. ｾ且筑 孔 の面積を出似る＿ごけ大な らしむる 事 。

2.  通気孔の箇教を多〈則ひる。

3. 床下隅部に所 前デツド ・コーナ { を作らぬ

様、通筑孔の配置に注古7するこ色。

手持筆者は立命館 Bi市高等工科書陸校勤務

一十回・

寸二 門
士
一
山

来

猪四

4:  ( 目告)

5. 逝気孔の配置は風がtii-i岸へ通る棋にするこ

し 床下通筑孔を のぞいて見て向ふ側にそれ

が見 えぬのは悪い。

以上位か三氏の見解を取ち翠げ? こに過ぎないの

であるが、結局床下通風口に闘しては、一般の見

解もこの程度を1 ' 1 : 1 ること は恐らくないであらう。

乃も、 ノj 、なる泊風口を使用 する 場合には 出来る t.:

け面積を大きく し叉箇教を殖やすべきである、と

云」、戦に要約される 詩である。

然し、その場合ど の程度に通風口を設げれば可

いのであ らう か。建物の卒面が塑れば床下の泊風

僚件も盤るのは世; 然であるから 、何坪の場合には

姥平方糎の通風口を幾つ何鹿何鹿にと云五、法則は

容易に出来るものでは無からうりれども、それ tこ

しても 大曜日安 となる摂準位は奥へられでも宜か

りさうに忠ばれる。でなげれば、デウド・コ{ ナ

ーを作らぬ;際通風孔の配置 tこ注意しろと云はれで

も、どう配置しにら 夫れが出来ないか、風は光線

の様には進行しない上に、? 局流と云よ、面倒な現象

も起 り得る のであるから、之は一寸専門家にも正

確に見首のつき綾ね る事柄ではあるまいか。それ

で大概の専門家は共の常識或は第六感で以て、2主

銅が床下を貫流し而もその際一部: 分に溜りが出来

ない様 に、と 云つ でも質際出来な いかど うかは宇lJ

らないので、少 〈とも 基礎伏岡の上で溜りが出来

す・に貫流すると推定し得る所で( 非常にアずナイ

推定ではあるが) 遇策孔の位置及教を大凡決定し

てゐるに謹ひな い、と想像して首 ちJよいであらう

か、現に筆者が先年、2年後に互っ て或住宅粧替に

従事し、共の間 iこ閥係し? 二百数十戸 の中流住宅は

線、て如上の方法で通風孔が設けられ?ごのであつに

その結果、床下が燥化て困る主云ふ苦情は少 くと

もその首時に於いては聞かなかっ fこのであるが、

Tごからと 云っ て通風良好に達ひなしとは決して思

ってゐないのであって、さう推断する に，は科準的

i恨識が無 さ過ぎる のである。が夫れは兎も角とし

171x  



て、少〈とも「建物の相到する側に過去{ 孔を設け

れば、その聞を 空気は貫流するも のである」と 云

ふことを認める限りに於いてはート. 掲の矢田氏の御

設は方もであれ叉専門家の多〈もこの程度を常

識として心得て居り、それ故tここそ前越の如き通

風孔決定が既〈 行 はれる のであらう。

所が悲 に問題となる のは藤井博士の御設であ

る。即ち博二l : は「風向に商する通風口とそれ lこ相

封する位置にある通風口との聞には気流は起らな

い」と 言っ て 居ら れる の であって、 若 し 之がｾな

らば、 上遠の換紙孔設置方針は全然意義を失って

了i 、認でめる。市も更に博士は、最短距総に ある

通風口mHこ起る 、と 言はれる。所で之は理論では

なくして貰際観裂 されにj好な のであるから、斯う

言ふことも有り得ると 考へなけ ればならない。そ

れでは通風口が少なかっ? こが矯め tこ斯う 言ふ現象

が起つ＿このであらうか。市して ｩ 極集孔の臨む ｴｾ 大

きくし且つ共の箇教を増せば、床下を風が完全に

吹抜けるものなのであらうか。一寸考へ るとそ の

様な試がする 。然しどの程度に設りれば貫流が起

るかと云ふ科書善的規準は前にも述べ? こ如〈 今の所

在りさうに思へな いので、結局藤井博士の設を考

慮に入れるとする し 取締規則の許す場合には山

田氏の設の如 〈全 暗 に互って布石と土京 との聞を

空けることにするか、それでな りれば床下の空気

を垂直 に抜〈方法を講 じる か、 どちらかにしなげ

ればならないであらう 。所で此 2者の中何れを採

用するかと 言 i 、段になると、 色々意見があるであ

らうが、床下の通風のみを問題 とすれば、経前上

施工J -;共他 の貼で前者の方が多少容易なのではな '

いかと 考へ られる。然し乍 ら此の方法で床下泊風

を計るとき 、山地等に於いて惑の侵入に劃して床

下通風を屡々遮断する必要のある場合乃至は木地

位宅及 l 階床を木造 k する住宅に於いて毒五斯防

禦 J-.床下換気 口を誼宜に遮蔽する 必要 の起る場合

等には何 う言ふことになるであらうか。克も前ポ

は、差程問題にす るに首らな い としても 、後者は

今後の一般住宅に於て充分倒心を持?こる 可き問題

であって、この場合の遮蔽難易を考へに入れると

TこY 通風の良好ばかりを 門的として土高下をタfiん

ど全部2さげ て了ふことも 寧ろ考へ物であり 、矢 張

り徐 り大 き，< ない換気孔を油首tこ設ける方が可い

と云ふこと tこなる のではなからう か。

I X 1 8  

斯〈して、床下換試の必要 なし、と云i 、こk に

な らな い 限 れ そ し て叉換気孔に依る方が多くの

場合簡易であるこ主 力; 認めら れる以 上 は、 そ の

敷及位置に就いて多少なりとも科著書的根擦が得

られる椋な新しい検討が必要にな ってづf<:る 諜で

ある 。そこ で藤3月二博士が前揚引用文に引続いて、

「例へば|品'i! ( 第3回住宅) C本項第1圃 J 1こ於ト

て ( a) が風向 に[ 面してくい は共の附近に小さい

建物があって之に妨げら れて風向 に回しな い場合

( a) より ( h) ( c)  ( d)  ( e)  ( f )  I! nの距離は

同闘中の去の関係にありますから ( a ) より流入

し? こる 筑流は ( a) ( b) の間 iこのみ起って ( a)  

( b) 共他の問 には起りま せん。同様に ( c) が風

向に間 しTこる場合 lこは抵流は( 1 : ) ( b ) 問或は

( c)  ( d) 間に起って、共の l 直線. 卜.に相到 する

'( c)  ( e) 間共他のnrJ には起りませんJ e 言って

居られ る

所を十分

に味って

みるに、

どうして

も此の問

題に就い

ては、最

近 (4・5年

来〉 ー桝

悦三良¥¥・

佐藤鑑 ・

伊藤正文

共他の諸

氏が宮内

自然換筑 ‘

に闘 して

行って鼎

もれるがじ

髄力準的

汚祭主? 同

ι  

α  

d  

b  

C  

α b 市1 /  i l ! 融 古. 66 米

， '. 3 2 米

， 3 . 4 0 家

9 .  .3 9 米

7・1 0 糸
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由

巾

・

制

嗣

c
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e
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α

α

α

a

 

.fr 
自

じく 施すべ き必要がある k 考へられるのである。

佑 Ｍ て 、 今簡ｾｴＱの ＿こめ に Ｔ 周外気に接する正方形

卒簡の寝室11¥1を考へ〔第2圃〕そ のl外壁商 A にlli!:

jfJ に風が吹常る主すれば、室周囲の気流欣態が比

較的地盤に近い所で同| 副に示し? こ如〈なる事は之

迄に知られてゐる所であ号( 例へば、佐藤鑑氏、

「風向 に封 し同一側の 2関口部によ る換策輪迫ー」
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C ナル泌風 口

を説けにとすれば、各通風口凶Hi ' t が宗商も' ( 1こf -J し

比較': 6 J kなる場合、即 ち普辿1 ) 換気窓を開設し?こ

様な場合には〔第 4圃甲 J aか ら腿入 される空気

量多 〈従って B 及 C I面に於ける負睦は差程j 己と な

ら令、矯めに

此の同友相{突

ってa- c1よる

3l<t 流 が 強 〈

生じ、 その結

巣特内ミ〉紙流

i伏態は大韓第

4  1制rpJ ) 如 〈

なるも の と考

へられる。

( 斯かる場合

に就ては、ー 葬 3 白

桝悦三郎氏がその賓騎結果を昭和11年建築皇居曾論

文集第 1競に授表されたが、寓質不鮮明のため涜

線がよく判らないのは残念てeある。) 然るに之に

反して通風口 1m積ノj 、なる場介即ち床下換筑孔を穿

つ仁枝な場合には〔第 4圃乙J aから座入される

空ぷ丑は僅少であって、而も A 面に' 詑つ fこ空気の

大部分は B 商を迂回して流れ去 る? こめ tこB C雨面

に於げる 負監は前記の場合と 比較して可なり 大 と

なる 筈であ れ そ れ 故にj析か る場介に は b，c より

の吸tl' ，が相首A なる役割を出子 ることになる 筈 で

従って之の効果を無闘 しては宇一内試流を考へられ

ないこと になるのである 。市して B 、 C 商 tこ於け

ｩ 風ｾ ra，↓ 

A  

る負 座分 布 は第 ｪｲ ［ｩｾ Ｑ の 如＼ B 商の A 商に近い部分

でほ C 商よりも 大に なるのであ β から、若しこの

部分にb通Jl1. 口が在れば嘗然 C よりも bの方へ多量

の室ぷが流れ出 る筈であり、従ってこの場合の宅

内訳流は大韓第 4悶乙の如 くなると 考へτ 良いで

あらう。 ( この場合室高は床下の如〈 、上下の筑

流を度外観し得る程に低いも のとする こと は勿論

である 。Ｉ次に ｂ 函の ｃ 商に近 い部分 の負 ｾｊｾｾ は ｃ

l函より も1)、である ?こ めに〔第 5 圃〕、若 しこ の部

分 にb があれば C の方へ多量流出するであらうこ

k は推察に難 〈ない所であって、従って此 の場合

の筑流の大韓は第 41鼠丙の如〈なるであらうと忠

はれる。

斯の如 〈考察 して始めて、藤5月二博士の観祭され

＿こ ＤＱ 買をよ く 理解 するこ主が間引 史 、 ｘ 博士の所ｾｲＺ ｬ

最短距雌

主言 ょ、こ

主の限界

並びに一

般に言は

れる床下

ぞ室ぷが

吹抜ける

と言 i 、こ

との意味

をも正 し ‘

〈摘むこ

とが ｈＱ 手 ｾ

.るのでは

あるま い

か。 即ち

通風口が

小 間前 且

つ少数で

而も 夫等

が建物の

四周に設

けられる

場合には

風測側〈

B 岡〉の

[甲12113

じj[1コ

瓜

命1

[乙J b，f士三ブ|てて二1b.

'--ノ1"-.-/

。

¥ノiしノ

同 ｉｾｉ 〆寸

レl J

葬， 4 白

ものの位置如何によって風向側 ( A商) のものか

ら風背側 ( C 商) のものへの気流が大 き〈 もなり

IJ、きくもなる のであっ て、而も 風背側に殆ど流出

191x  



しないからと云って強も床下の通風不良な b ｾ断

定して了へるものでないと云ふことが大設に於い

て言ひ得られると考へるのである。

所で以上は床下通風に闘する流謹力率的勾祭の

ホ ンノ原型を提示し7こに過ぎない のであって、こ

の後種々の卒商型と換気口の配置とに就いて相官・

の質験ぷj 研究を試みに後でなければ、設計"J -';或は

施工上に示唆を興へる程度に至らないことは言五、

迄もない所である。併し筆者が如上の所論に法 き

取敢へする簡 明な方法で以て故障の模型に就き概略

的責験を試みに所、その大綱に於いてきし? こる訣

りの無いことを知り得?こので、えtこそ の結果観祭

し得? こ気流AA態の大要剖司示して此の恐設を畢る

模型は質物腰コ ンク リート ρi さ地盤 より土落下

端迄50糎 ・厚さ 15，j['!i ・卒 l百4.5米 向 J ) ものを縮) {

]hr; に取り、 jffi 風孔は外拠! 1 りのもの25，j ; Tt j i 角を土誌

に援して設けに場合とし、ドl廻りにも設ける場合

は巾37. 5糎高さは地盤より土沼下淵一杯即ち 50糎

とする。

向地盤は簡草の? こめ内外同ニーレベル左し? こ。

叉風速は、 模型におし毎秒1.5; ; 1<: 前後乃場合に

就き制祭し? こので、従って責際には 7.5 米前後と

なり郊外地としても少し大にうたする嫌ひはある。

以 上

こと〉す る。 ( 15. 7.25J 
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1等首選案・配景観

人口 1ω，氏幻位の小都市に立つ新側面tの懸賃

設計の醤選図案である。 西南に面L た ] ∞択 X

｝ ｾＸ 択の敷地 に建 て ら れ るもので，置土曾 Ｎ ＧＺＱＺ活に於

ける新聞の富安住を強調し . EB笠夜とも人目を

惹〈建物たるこ と由主5量調せられてゐる。イ ンシ

ユラックス ・グヲス ・プロック曾枇主催の懸白・

競技であるから，グラス ・プロックの合尽杓な

使用も燦件の ] つとなってゐる

(Archtectural  Foru凶 . May. 1940よ り〉

一

関

一

面

一

平

一

階

一

案

一

遊

↑

骨

同

一

冬

H

u

d

 

2 等E吉選案・ 2階苧而翻 ] 階平面調

2 等醤選案・ t也暗苧函圏

( ア メ り カ ) 新 聞 社 々 屋 の 懸 賞 設 計 案

2 等留選案 ・記景岡

J :等. . . i H案・ Char J e. W .  Lor enz  

2 等 同 ・R. A.  Deahon 及び M. W .  St offI e  
1  IX 



I X 2  

「アフリ カ矯 l 質施祭器需型 建築家 ・Cesare Pascoletti 

「アフリカ矯J 一隠33案綴製 E苦笑家 ・Enri co del  Debbi o 

「アフリ カ僑 l ー隠募案僕型 建築家 ・Gi useppe Vaccaro 授術家 ・Vi Uorio Serao 

記念すべき商産194:3年 ( 現在の7 7ス ト政憲由主生れたのが192J 年10月28日で，そ

れからお週年にあたる〕に関節ぜしめて，ロ ーマ市のt出版l1:W張泊吋? はれ，首府とし

ての都市計蹴 強 展地域に於て，正に震安な記念象徴たる五つの矯梁がこ 弘二三年

の内に建造される。

ｾｦｊち ｲ ｘｘｖｉｉｉ Ot t obreJ  ( 註，ファシス ト組元28年10月の怒〉アア リカ，サンパ

ウロ，マリア ーナ，フ イオレンチ ー= . と夫々名句けられている。

最初の rXXVI I I Ot t obreJ の設計は建築家 S. E .  Ar i oando  Br asini 氏に指各さ

れ鏡に実施中で. (註S. E . は Sua Eccel l enza 即ち英認の Hi s Excel l ency に留る

傍位である，残る四つが公開競技設計にされた。その内のア フリカ憾とマリア ーナ

織を紹介する。

(Archi tettura， F  eb.， 1940より 〉

( イ タ り ー〉 ロ ー マ に 続 け る 5 大 橋 梁 の 計 壷 案



「アフ リカ僑J 一服務案模型 建築家 ・Gi orgi o 臼 lza Bi ni  箆術家 ・Gi no Corre 

「ア アリ カ橋 l ー廠募模型 建築家 ・Gi an ｌｵｩｧｩ ｾ ｇ ｩ ｯｲ､｡ｮ ｩ＠ ，克 銭術 家 ・G. Prearo 

「マリ アーナ筒J 一服募案模型 建築家 ・Mario Paniconi， Gi uJi o  Pediconi  

「マリア 戸ナ燭」一路募案揮さ型 建築家 ・Ar凸edeo Lucci chent i. : Vi ncenzo  Monaco  技術家 ・Martinelli

( イタリー〉 画 一 マ に 於 け る 6 大 橋 梁 の 計 置 案 S  I X 



正面の妻壁を固定する架億

正 面 の ボ 戸 ず

内部・ 22∞人の座席を設けてある。

、h

正面倒と紙面倒及苧商圏

機閣64米，街行] ぬ米の木遣建築。

チ・ペノしを使用した トヲスを使ふ。

棟高29米，側壁高6米である。

( Bauf orf 凸en，1940， mai より 〉

I X 4  〈ドイツ) ストウツトガルトのジユワーベン館 段計 Eduar d K rUger 



背 後の丘の上から祭典場を見

下した所。左の方にはロー レ

ヲイの大岩"ffi が見える。

祭 典 場 機 型

祭典場入口に立つ袈火略

野外劇場をかねたナチの祭典場はすでに

各地に建設されつ込あるが，最近の計設

の結果として，とのラ イン何回章口戸 レヲ

イの大岩石の放t也こそ，風物I ! A れ信事設に

於いて圏民の遁憶に観L < . 祭典場建設

に隠しき場所として選出されたのであっ

た。設計には樋分苦心がE紛対1て地形を

巧み十: : ' fl J 用L 栃料も宮地盗の物を用ひ孫

石積の工法に依り施工は例に依ってナず

の奉仕努闘に依って完成 されたものであ

る。

( ドイツ) ローレライに於けるナチス祭典場

祭 典 場 の 卒 商 闘

盟ｾ ｾＧＺｴ＠ h宅

建築家 He r ma n Senk  5  I X 



古 建 築 新 抄
( 18)  

「 一一一ァー「
書. 山薗敏寺大講堂 ( 兵庫際〉

四重宝寺は天台宗で上白叡山建暦寺に麗してゐる。大講堂は元弘二年の

建立と稽せられ，震暦の大建築で，内部内陣 ・列陣の造 り方に天台

堂宇に濁待の特色が認められる。

一乗寺聖典天堂妙見堂 ( 兵庫l際〉

法!!I¥]山一乗寺も天台宗に鹿L. 静寂な山中に

三軍奮( 苧安来〉をはじめ，説法 ・排天 ・妙見

の三堂く何れも鎌倉末〉の古建築を擁してゐる

三堂はもと境内の鋲守で，護法 ・妙見のご堂は

葱股，木康等の窓匠卓抜である。( 向って左，

S障天堂，宿， 妙見堂，護法堂は先鋭紹介した

く] l ) 重量照。)

I X 6  

藤 原 義

有 名 ・ 無 名

蹴やｾ港古 りて 一千年。

老t，a. fこ取固まれた，深山の 密こゐると，朝からでも

鮒古却烏いてゐる。 めったに訪ねる人も ない不便な肝こ

よ〈こんな立振な立が浅ったものだと感心することが

ある。位聞には名さへ忘れられてゐるが音はま控えた伽

墜であった。森閑と山の臼をffi1 f てゐる百建築ほと規

しいものはない。併し叉，現在も音にまざる繁祭事ナ漉

けてゐる伽藍も少くない。とんな不便な山中に，毎日

大勢の人が参詣するの令感心するとともある。 奥の院

の向斧織の摺切などしてゐると，不意に醐客が来

て取園み梯上の君子を狼狽させる。

取次ぎの重度罷めたる感へかな。



比叡山延磨寺軍事法給堂

延暦寺はあまり に有名であるが

信勤こ燦き飢はれて現在の堂宇は

始 ど皆その後の鐙立にか L る。車専

法 輪遣は，寝却十主主とも云ひ，叡山

三監のー，西尾5の中堂で，之は官官

の三井寺より 喜多したもの，鎌倉初

Z需の様式を有L ，叡山第ーの古建

築でおる。

書E峯山金胎ミ号室与賓t普

ヘ ーE

ｓ 岳ｾ・司

南山域の怒さ起駕笹山にある買言の名利金

胎寺は今では娼笛に不便な健，その多賀 港

付鎌倉矧吃の建築で縄快な姿怨をl火雲や三・

2事に沼してゐる。内部にば品' 初の悌zrrや皇室

館絡の一部が主主宰し， 叉積々特色ある窓匠

が行はれてゐる。

普 涜 寺 {弟 殿

丹波のｩｊ ｾｫ に図れた耐宗の例 ｩ 箆 Ｑ ，延女二年の

建立で今よ りお3年前にあたる。翻宗古用殿の一

典型? なすもので先年修焼成り ，山閣の秋陽に

鋭 い肝を反らせてゐる。

7  I X 



6  HOURS CONCRETE 

，: 2:  4  71ctt 65 6瞬間 217'11cffi. 28日 410'1'，ノ彼

I  :  2 :  4  71ul 45 69糊 300'1，ぷ 288 ＵＸＰ ｋｩｬ｣ｾ＠

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す

美 幸 新 号 住 宅 市 入 の い ら ぬ f

ヂ決古い住宅七新築同様 ι な否 f

【 カ タ ロ グ 贈 呈 】
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力、エロ{ ・ 7 アジネルなどと煙突

の色彩からその汽船舎祉の名前が出

来1: り、三本煙突の商船? ごと か二本

マス トの軍媛だと か、いふのを讃へ

信 仁 る呼ぴ方のならばしがあるのに、遺

築物では五重の塔fごとか、入階建fご

質経主力、汽船と かを子供に捕かす 於いて、ｾ鰹 汽 船の場合主は大いに とかL 、ふ霊感を現はすことばはゐっ

と必十第一番に煙突を装備する。 ま 異ると云へばそれまで v ゐるが、今 て い 二本煙突の堂# れる ピルでゐ

っさき に織かな い箔もこれを描き落 日大建築物に 大頃突がな げれば完全 ると か、三本階段の大校舎Tごとか去

すようなことは決してなL、。飛行機 な媛房の設備はな りがれ〈 、自然建 ム表現が用びら れないことは一種ど

を描げば必十プ ロペラを附げる C、 築物の築造される本来の目的に沿ひ うしすこ ことか。

和船には櫓や概念忘れな L 、。問 機に かね ることに ｲｾ るのでゐるから、重 科摩に指向せられ、科事に積って

オールのないがートや、 帆のな いヨ t  要さに於いて救て劣るとは考へられ 準む、船舶の類の挺理をもっ仁美し

ツトも決して描かれない o 何故か。 ない o 大ピルヂイシグの給を描いて きと、その上 1: 更に義衡の呼吸のかf

言 ま で も な い 煙 突 が な げ れ ば 、 望去を捕かな い ものはない如〈煙突を かつれ建築の美し さとの関4ここれだ

軍艦や汽紛が動かないこと、 プロペ 描くものは稀有でめ る。何 かが、〈 げの相違がゐることは容易に認め ら

ラがなげれば飛行機も 飛ぴf与な い事 のな日〈、 汽船の簸に於いて機能的な れる。この二つの種績の五ひに主主つ

などを知悉して ゐる からであって、 認識を奥へ、建築物の携合、非機能 仁美しさは別の主主fr 2l1みながら別の

E買を描l.'1こ場合のRi の;!IJ l < 、捕かん 的な認識を しか奥へ得Tよいのであ ら 終結に向かつて進んで行〈ょうでゐ

とする 濁象の主要なる部分をそのも うかo る。然し、果してこれでよいのでゐ

のの待異な誌として認識してゐ ると 近議以来の建物に於いては媛房は らうか。

ころか ら、これ等の株呉拡を描〈こ 絶望当的に必要であるから、煙突は無 給喬、彫刻、音楽等の義衡と、建

とにそのも のを描〈喜びを感づるが くてはならな いものであり、 叉居幸男 築の重華街との 聞に は、叉) J 1J の本質的

放でゐる。 用め煙突も必要であ らうo か〈 、営 な聞きがあるように恩へる o !J ージ

石炭の警告で 蒸気ｾ 作り、 その蒸 ａ￬｜ 然 あ っ て 然 る べ き も の 、なげれば マノ、ール、夢殿、パルテノン等の畿

のカで車を廻鳴させる 、即 ち万炭の ならないものを何の放に、 裏庭のー ，衡的待宮は、然し、給畜、彫刻、音

エネルギーを物 を動かすエ ネルギー 隅や中庭の片隅に、外部か らの直腕 禦の重華街と何の相築がないようにも

に ｾへ ること そのこと 、 そのＱｦｴ理を＿ を恐れて据へるのでゐ ι うかo 煙突 恩ばれる。ところが近頃の煙突を. m:

'!tn賓に、な んの燈飾や隠蔽むなくそ み1: l 、なみっともないものは隠さな 践 に押しか〈しにピル等は、如何に

つ〈りそのま、形の上 lこ現はして出 げればな らな い、 そんなものは 7 ア 紛飾を凝らしT二ものでい給面、彫

来てゐる機関車。その機除l車の煙突 サー ドに現はせな L、。など、いふ、 刻、音紫のそれ とは大分かげはなれ

を見てい窓緩や汽船の煙突を?見て 建築家の言ひ分には全〈解せないも てゐ る。

い そ の美しさ につひみとれて、何 のがある。何故に 、軍鎮の、汽船の タージマノ、- ;l-、 夢殿、パルテ ノ

敢に建築物に限って煙突がm魔物扱 煙突の如い建築物のどま九中 に、 y 等t ; 、基として、傍殿として、歯

ひ されるのであらうかと不思議な こ 堂々 と据えて、 まつくろな懲を 、q士 家の金庫として、 表現 iこ於いで、そ

とに恩ふのでゐる。成復建築物の寝 かせ 、Tこ〈ましい表現を得ようとす の機能含完全に 示 してゐること 、機

合、煙突ゐるが然に建築物が線路の る建築家がゐ Tよいのか、さみしL、こ 能 の駄、指:lf，ili の勲、ほんの僅かの儒

上 ｾ走つ ＱＺ 1)、 大洋を航海しTこりす 、 とに思ふo もな い事、ゐ7こかも船舶、航空機 の

るも のではないか ら、 その重要き に プル ー ・7 ア y 字ノレ・ラインTごと 類が完全に機能肩車迭に依捜せる 表現

煙
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設 備 技 術 者 の 建 築 論

佐 藤
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を持つことに匹敵することを思ふと

どうや ι 、iii 頃の煙突排撃型建築1妙。

は、その内議する機能勝進と 、表呪

との聞に闘聯に違算1合法があり、 l毘

Jl 't 表現との閑 iこ空隊がゐることを

指摘しれ〈なって来る。機能構造に

依主義する 表現への愛、その愛の深 さ

と質現への熱情の程度とが、 上速の

二重三重の疑問への原因でゐると考

へ られる。

こうして建築が科筆から見離 され

純粋婆衡の均外に這ひ出され、予む

べき遂を失ってゐるのではゐるまい

か。もう少しつ〉 こんで云へば、建

築の正慢は今のところ明かではない

のでゐる。意匠を凝. もしれ巨大な ピ

ルが美しさに於いてt、i 般 のヨッ ト

にも劣るといふ事は、努力句不充分

熱情の不足一一建築の正鐙{ t > 掴むこ

とに就いてのーーが建築物全機能熔

浩の挺理から重量5 げ、落ちつ〈ベき

目的地金持T二ぬ今日の建築造を形成

してゐる事の設織である。例ヘザ燈

突の虫，1き、機能の魂とも去ふべきも

のが建築物の前面や中旬に誘示的な

姿金現はし、一一大阪アサ ヒどんの

知事一ーその7こめに建築に裏面の無

秩序や中庭の不潔がなくなり 、表現

る。立滋な大住宅ですらも哀の方に

e 石綿煙突が使溜の臭炎などと 共 に遠

慮勝ちに、然し林立して ゐる のが普

遁である。特に純和風住宅に歪つて

は、殆ど絶望せ的lこ、煙突をこなして

ゐないよう打。設計の際には煙突な

どのことはすっかり 忘れ、竣功間探

に恩ひ出じて附げにような煙突。御

殿のやろな立滋な住宅や、茶室まが

ひのしゃれに住宅の、勝手もとへ入

つ十て行〈と 、使溜の臭突があり 、風

呂の煙突がゐ h 炊事袋の排気筒が

ありといつれ衣第で 、 きれないもの

むきくるしいもの、ゃっかL、なもの

見仁〈ないもの、しかもなくてはす

まさ れぬ L のをー指して勝手もと附

廷に陳列しすこ力。の裏目がゐる。しかも 、

このみっともない壇突、臭突、系突

なくしては 、こ の家の主人惑は 、その

もっとも熱望するところの近代的女

化生活を享受し得ないのでゐる 。 こ

れ程大きな矛盾が まれとゐもうか0

. 問題は煩突ばかりではなL 、。色紙

の配線でい智生工事の自B' i Sでい

建 物1こ近代的な怜絡を奥へ るほどの

重要な施設が、一俊に涼費t l ，の扱ひ

されて、透i営なスペースを奥へもれ

に於げる愛情や1 f t 湿の究明が全面的 A お

瓦 物

にな h、か〈て- i Yを婆衡問内に踏 ，?・・

みこむことが出来るのではないかと

考へる。

再び煙突にかりで、住宅建築に就

いて考へるに、倒へばチユードル式

煙突などは今日も倫我々を引きつげ

るカを持ってゐる ρ コツテージ、ノマ

シガロー、コロエアル等意匠の要討

が煙突におかれてゐるのを見る。ク

リZ ト7 アー・レシとかんーチャン

とか、イギ 9;;<. 近世の建築家主主は美

しい犠突のめる住宅を多〈っくつ

に。これらの様式は我が閣に輸入さ

れて、同様かなりの煙突のある家を

現に浅してゐるのでゐるが、これら

の輸入様式から抜げ出て新日本風建

設へと肉ひっ、ゐる現在の住宅に於

げる煙突の扱ひ方は甚 だ 冷 淡 で あ

I x 2 2  

関東大震災の新I ある図から建築舎

祉が出向いて来? こ。その合祉を撰ん

だ省時のゐる事情については今、

それには飼れない事‘ として、 ともか・

い そ の 周到なる機械設備は全〈我

荷 に は 目 新 し い 大 い に 刺i設を受げ

? こものでゐるー然し彼等ー流の獄善

的施工法には、籾かまゆをひそめし

める際がゐつれ。建築は設計に於い

て風土色側係のある事無論である

が 、施行法 ｩ ｴ 於 い ても大い に 最長ｾｻｴ＾

受げる。我が図では地震を忘れれ設

計も施工も許さるべきではない 。然

るに彼等が燥 ＧＱｾ を獄まして帰るのを ｆ

見てゐると 、 1I 1と強みゐげてゐ る煉

子、梁と梁との間の挟ま くるしいと

ころに何本もの商t¥' 設を しなげればな

らなかっ fこり、曲り〈ねつに排便管

やダクトを梁下 と天井との狭い苦s分

におしこまねばならなかっ7こり 、す

べてこれらのものを視野より葬り去

り、形式的な隠蔽工事にらしめんが

7こめの熱心のあ内リ 、却つでその設

備工事の生命を絶つ程のこと、後々

の保守管理に不便を来す程のことを

錯しかねない状強でゐる。人慢を組

織する骨絡、，内臓、皮膚なぞ合建物

に就いて考へてみるならば、相Mをは

骨絡にあ1: 1 ) 、皮膚は壁面仕上げに

相営己、内臓は正に設備工事にも瞥

へ得るであらう。骨絡、皮膚、 内臓

などの聞にー慢の関係を建物の場合

に模するこ. とは とても考ムベ〈もな

いことではあるが、せめて内B援を内

磁のあるべき位置にゆっくりと置き

その機能ダ充分にをま揮せしめること

は、現在の建築にとって最も重要な

ことでめり、設備工事の形滋灼な待

性を建築ゆえ況の上に活力事してゆこ

うとする方針は、現在建築界の行き

づまりを多少共打開すること になる

であもうかと考へる 、 (  15. 7. 10)  

三五
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;&:.，の上にホースを導いて注水するに

げでめる。いはゆる 、オ シヤカとい

ふ極めて簡略なやり方でめ るo これ

を見つり? このが、営 I得手] >人飢11 の監督

をしてゐ? 二 1 • B  f r ; でめる。 I ・B

氏はアメリカで 教育を 受げ、アメリ

カの感位を持つ、英語線主主の士でめ

るから 、この積の園際現場には理怨

的なt、でゐる。

その ｉ ・ ｂ 民が 、 Ｑ 旅 Ｇｬ ｃ はァ Ｇ｝ｾに しめ

して積むようにと法意し? ぬところ

が、先方の監督者は、何{ t >，J、癒な日

本人風情がとでも芯つれのであらう

いれげ fごかになって、いやこれ位で

よろしL、、 と甚Tご倣慢な態変ではね



つけれ。織に降つ1: 1  • :B民、得意 ぺy キ屋が塗るし、煉支は官; 左が積

の英語ｾ用ゐるはこの時とばかり 、 む位にしか忠ってゐないのはこまつ

「何をしゃれれことを申すか、 どこ れものTご。何百瓜闘の大工事の中の

の鴎の数料容に、そんなぞんざし、な ・ 1二つれー本の煉瓦で い 建 築 家 に 代

施工法が容いである力、めるな ら持 って煉ヌ工が積んでゐてくれるもの ‘

って来て見せろ、 はばかりながら日 でゐることを。

本には世界一の施工法がある。それ きで、話を再びもとに戻し、 この

は君等の先輩及びヨ ーロツ パ人が我 波来の建築合祉の人々が、邦人技師

占の先生に{ 専へ? こものでゐ h 変に の 7- 8 倍もの高給をとりながら、

故 T . K博士、T . R博士等多〈の ろくな監容もせ子、コン ミッシヨシ

先輩方の経験による注意深L、且つ隊 を口癖に苧鳥で煙草をふかしてゐる

絡な施工法を引きつい Tごものでゐ のは不都合千認であるとの非難がめ

る。今後煉宝石は必十水槽につげてで つれが、 そこには叉色々な事情もゐ

ないと積む事ま かりならん 1J とき るのでゐらう、ともか〈も建物は出

めつり? こ。双方頭金赤くしての大激 来上つれのでゐ るが、

2命でゐつ f こが、 これ以上の記述は英 今、我々が東亜の指導者として、

誇でなければ出来ない。 待 lこ、技師匠渇導の責務自? 頁ふ立場・に

煉ヨｩｩ［ｾ水につげて積む位の事は知 ゐって、留; なすべきは、我 h が後進

ι 白人もあるまいげれど 、現に現場 脊闘に rH!i 長して、こ の渡米者の如き

そしりをうげな い ように法意すべき

ことでめる。明治初年、我が闘は世

界の先立ｾ閣から 、色 々な積類の指導

ｾ受げ すこ ｯ その中 には ｸｸ 先 生 とか

x x 博士とかの名のも U こ、我々の

大先輩と して、今に なっかしま れで

ゐる人も可r{;， りある。その人主主は多

〈は百本へ壮年で来り、日本で老ひ

或ひは日本に骨を埋め 7こ 人 々 で ゐ

る。しかもその偉大な る功緩にも か

かはら 子、頗る つつましやかな態度

で我々の各業の歴史の上に名 を浅 し

? 二人々である。我々の多〈が、満 洲

に行き支那に渡り、はては名も知ら

なかっ? こよ うな小園 にまで技術指導

者として渡り行〈世の中とは相成つ

Tこ。叉日本の建築舎社 も堂々と 施 工

を諸頁って世界に準出する葬式窪とは

なっすこのである。この時に' i " 9、 さ

きの渡米の建築合祉の人主主の如〈、

捧給ばかり余計に とって、 らんぼう

な仕事をして、煉天物語を浅して鋳

園するような事がめってはならない

と、 5蚤〈戒め? こし、ものである

(15.6. 16)' 

では、この流儀の簡略法が盛んに用

ゐられる。工事位督者の中にも存f外

そんな事平気なのがゐて、1庖江者、

欧督者共にケロ U として、 こんな手

抜かりを演じてゐるのは、 日本式泡

工法の凋落か、 eAj ，、はれて情げな

い。 日本式施工法が、日本建築は申

すも更なり、洋風建築に於いですら

世界に冠7こるものでゐる事は、括主米

を観察されれ人身の等しく認められ

るところである。かの闘来太震炎に

多〈の煉主主連が毅然として建ち浅つ

れのは何欽か。明治初年、我荷の先

『 陸 屋 根』 議 後 感

?  
筋 麻 .芳

賢建が魂こめて積みあげれ煉瓦なら

ばこそでめる。近時、建築材料の入

手難に{ 宇ひ、一時は見棄て ι れてゐ

? 二煉瓦が再び登j ; } して、外墜にも柱

にも用ひられんとし、叉防護室防火

壁等にもその使用が始められれやう

であるが、音の量生械な施工法を忘れ

1: 煉瓦は危骨量この上もない事{ e 申し

上げであき? こL、。現場は、餓筋コン

クリ ート と銭骨のリペッ トTごげが大

切で、あとはどうでもよいとでも忠

ってゐるかのようなことは、 オーケ

ストラの指揮者のように 、 その一つ

一つの楽器の奏者奏法に千i歩合持つ

べきものである司王を忘れ、イン ' : f は

時にふれ折にふれて、新制や雑誌

に後示しれE在感随想の筆銀、ヲヂオ

や講演台での口演内容、i1X; ひは待l J lJ

の杏筒交などを 、 とりまとめ、随事

集を刊行すること が、卒素そういふ

ものを吉正表する機舎の多い人身の関

に流行してゐる 。日々 、連総 され る

新聞小説や、刃々、法講の講座の類

ならば、一括刊行しで讃者の使金を

困ることは大いに必要でもあらうが

この随筆集の刊行の如きは、 TこV 徒

ら に 事ｾｭＺね るに過ぎ子、散りｼ止を

盆する業とは心得かねる。それい

徒然主主の如き一巻75 らばともかい

一個牟個の技術者ばらが、一寸ばか

りそ在の立つのにうぬぼれての所鎗は

笑止の沙決。が又一方 、 平 Ｇｕｮｾ 卒素

新聞雑誌にし1: し土ぬ手合や、日常

を仕事に這はれて忙し〈持してゐる

人々にとっては、かう L 、J 、随筆集は

著者の十ー張な IJ 心境なり 、或は人格

とか事業とか、叉はその社合叡な り

を手っとり早く連解するよに於いで

このよもな〈便利でゐる。然し著者

その人にと っては、1: ¥" こうして、

女卒道に- 1 ¥，¥切りをつり複刻して改

めて1止に 問ふと いふよう な安 易、な行

錯は、苦行練馬きに l局するを音量震の道

でもなし、 どうやらその一区切の間

に於げる自身の準歩を否定する傾

きも無しとは云へな L、。それも文筆

者とカ; 思想家 とかの煉り抜いれ文筆

の、巧まない中にも気品のある阻奄

か 何 か な い ち 讃 者 も 〈 ほ し、 議

み返し、著者の人絡に援す るの築し

みもあると いふものだが、翠なる一

介の技術者とか科筆者とかに 、彼等

の仲間 '1' で少しばかり筆.!J: 経〈動く

からと いって、 一人よがりの三文随

筆を害き 、 わりても匠糸満々 f こる 代

231x  



物 を版 i' 重ねて まで公にする輩があ

ることは、耳卯か銀量まも ので ある、

建築 界に於い て い 中堅筆者 とし

て指君主的立場に あ り、 皐界啓授の輿

還 を猪ってゐる人身の聞に 、か うし

れ質例がめ旬、 専門的な何の勢作 も

物せす可こ 、 か うして安易の遂に就〈

J，. } J ; ゐるの は浅念なことでゐる。

高匹者 といへば、普遁のものの予に

合はな いよう なひみいつれことを研

究し、且つ筆生の指導から ひいては

紘合金般、 ー侍にその専門の業界の7二

めに指擦 を奥ふ る義務がゐる。 に も

か、はらす 、そんな骨の折れる方面

は舎み守、 のん λ んTごらりと 、おさ

まりかへってゐるのには不快を感せ'

F るを得ない。

彼等の著作は、中筆生の綴方文集

のように名言霊訪旬が飾られてあつれ

り、或ひは俺が2さき さへすれば、 1:

とへ借家探しゃ質入れの話でい人

が金を挽って誠むんだぞとばかりう

ぬiまれ、ひとりよがりのオ 7 7 ' サキ

み ＱＺ ｾ 、 なものを舎きならべて 、 イケ

ヌ、イケ ヌ、 と山陰擦の宣体など、

や るのがゐるかと忠へば、こ れはま

れむやみやれらに謙譲をうりもの に

する のが出て来Tこり 、百鬼俊行の随

筆降、筆生ばかり 相手にしてゐると

ρ 、うまでうね; まれがd尽くなるのかと

情な〈思はれる。

同じ科筆者の随筆でし宮本武之

輔民とか 、 宮減ｾヨ￮ｊｩ ｛ｬｾ 或は小続逗

一氏のものになると、 さずがに 、非

凡な社合裏目とすぐれ 1:-;!} きまわしと

に啓愛されるところも多〈イそれら

のl書する筆界主 一般社合 t に摘をか

げる役闘を充分に果してb る。こん

な健度のものが少しばかり現ばれて

ゐるだげない科書匹随官1 ， t曾〈から

ぬもの に思はれるのでゐるが、省み

て情な いのは建築事界の随1筆陣でゐ

る、 iilf lこ各皐界にはgf U正部がな げれ

ばならな い といふわりではないので

、

める から 、 も、しろかうしに つ土 t二ぬ

純文作りを止めても らひ I Ｚ ｾ＠ 、などと

思ふばかり lこ、まj J って、物A( まぬ文

I x 2 4  

書かぬ、筆者の型長身 として研究に設

も頭、してゐ る姿がお くゆか し〈似ばれ

る。

ところが、 こうしれ慈随筆陣のゐ

とを受げて、こ んど話露関 周忠、氏が随

筆集 『際屋桜 J i' 刊行しれ。随筆集

とはL、へ、相設の評論めいれものも

あり 、 ぞれに 正 反 正 銘 の 随 筆 を 取

園んで 、住宅設計談義や犯行文も含

まれ、心に 〈い複のスケッチも盟主紫

i Vl J 、撮影者が著者かどうか事わり

がきのない説明潟挺も日長身しく組入

れられてゐる。

磁閏氏も教職にか 3 りゐひのゐる

人ではあるげれども、まづ建築作家

とじて遜る人でゐるか ら、現にそう

でゐる立U ( 、次々によき作品を音量表

しさへすれば、その外に大研究を完

成しTこり 、大論文を?容いすこりする 武

務のめる人ではない。かういふ人が

その殺到製作の仕事に携はりつ〉、

その堅持する宅張や、色々の場合の

心境を雑文に託するこ f こ毛、もっ

ともよ い ことでゐって、始めてもの

をいふのでゐり、護者もｾ程〈よみ

快〈感惣など主Eべることが出来ると

いふものでゐる 、すでに 、社合の期

待からしてが、笛家や音築家の随筆

に期待すると同じ位のものであるか

ら、所相筆者が随筆集 を出 しれ筏合 、

復 批 列 は き び し 〈 な カイうことは

あ らかじめ橡想 され1: のでゐ るが、

さて宅舎を 闘いておどろい f こことは、

めんに相注しれ立添 71 内容でゐる。

これまでのO ! 築随華とは大分調子が

ちがふ 。内容は盟かでゐ h、必惟は

深く、思惣もなかなか鍛錬されてt居

り、健準決: 迭、粒ぞろひの名文ばか

りで決〈讃み遜すことが ｈｾＪＱＺｯ 1: 

ヘ 維 を 云 へ ば、撤回民ほどの作家

の随筆集にしては、卒索民の作123 に

より我占が感得するところの宇. 張が

のべられてゐな ｾ ，ことでゐる、い

や、貨の主ころは、隠然として、金

老舎に その 二r3長はみなぎり溢れてゐる

のではめるが、 それはめ〈までも '1:

YNの形式に於いてな されてゐな いの

である。 弘主1I きも のでも 若しか うし

?こ随 筆集で もまとめる よ うなこ とで

もゐれば何をおい ても巻頭に自分の

主張のー篇を飾 らなげれば気がす ま

ずいであらう ー。人聞はあらゆ る場合

に、 あらゆ る機舎に、 自分の主張を

主議する ft 務を祉舎に;ruして背主主ふ

ものでゐる。れ とへ他 の説明文 と重

複することめるも精一杯の主張をこ

の場今巻頭 に試みるべ きであつれら

う。それ主 内殺する とこ ろが、花や

伎の話』かりならともカ〈 すでに評

論めいれる幾鴛かを牧めながら 、 自

らの主張を怠るとは何事ぞ o .

ほのかに主孫が穆みでてゐるとい

へば、 「白い 7 ツチ箱の住宅J にも

他のこれに似T二数篇にも、幾分つh

著者の主張がうカがばれぬではない

然し、これまでの低級随筆弘らとも

かく、これ程の立添な陶容を持ちな

がら、谷煩を飾る主張の省略されて

ゐるのは情ないことである。

民の言貫主Eの形式は、大抵の場合、

観察に絡始する。民は冷静に 、眺め

る。例へば、函の問題に就いてい

- rつい先頃誼設計lこは重量感の

E郎、彫塑的な立方惣をねらつにので

あるが、今日では家は正に中空の紛

であることが認識され、箱の壁は単

なる衝:立でめること 、一方の箆或ひ

は垂直の四百キ Zグ予見で組立て ι れ

てい、L 、ことが球解されて来? こ。そ

して経涛的に家を建てるといふ考は

材料の工業生産に遁する規格を重ん

す・る傾向にある。 I C白いマッチ箱

の住宅〉ーーとか、人 一一 『性格

的Tf. 現代建築の大きな待色の一つは

私来の建築に凡るやうな柱汲による

線の組立てでもな い れ ま 重 厚 な 自主

鐙による最塊の推積でもない正に

明日折で軽快なi I i i 健の組立てでめるお

にある 、 J C現代建築に於げる商の

登展に就て〉 ーーなどと いつれ調子

で専ら解説的な態度で、他人の言や

作 風か ら建築界の風潮ぞ観察紹介す

ること 、1: 1ごをれだげに悲きてゐる

如くでめって、何故か挺正面から波



を蹴 立て 、こ!三5長舎がみようとはして

ゐ'.n、。天心先生の容を抜き容きし

て、現在クラシックの安常性を説 i ) )

せ7こり 、 グロピユ- ; ; < . の言葉舎 か り

で国際建築の本義 ff 注べさせ1: りめ

1: か も人形をゐやつ る如J < 、巧みに

持家会号 ｼ 合ひにｉｩｾし説明の労を＿とら

れてゐるばかり 、一行一旬も 苧七1"_て張 ら

e  し 〈三オt

の磁の若者として は怠役と いふベ き

でめ らう。

B < の筆法は、現代 を諌むこと 、 め

れか も歴史の惑 を諌む ごと〈従順で

めっ て、ｾに過 去に溺し今夏如何と

も出来ない層 五 ｾと間伐 ｬ こ 、 如何と ｌ

なし得る 、現住及び将来に、徒 らに

肯定的な、流線共 q自主義のよ うに忠

はれる。これを ｾＱ ことへば 、 ＱＮＪＭが魚の

生ii8fe誇って ゐるようでもあり、 火

花が花の美し さを唄ってゐるようで

もめって、1 . * - なりイ七なりには何の主

張も理想もなく、自 らを その蓮台に

従はせて、自然 のさ fごめ にこれ従ひ

めへて怪しまぬ、といっ7こ穏かな、

無理のな L、、然し覇気 L なげれば、

闘争もな ｌ 、 、 従ってこのｼ止に 生ｾ 受

り1: ことに待EIJ の意義のないような

至って小利巧な義術家の如〈でもあ

り又は幸運のよき日のもとに生れ来

て何の屈托もない春風のような人生

をこ〉に見るような焦もする。

批卵! を超越し、盲従し、ともかく

まti まを表して解説を奥へるといムの

が氏の定法らしいまことに格好の

院外図でめり、クラプの書記である。

きれば こそ、一一 『造型的な仕事

に携はって制作 する者に・とっては、

進行する時代の感覚を明確に把握す

る事を? 最もI D: 要な要件とする。

それぞ更に基本の王里帰のよに立 1こ

せるのである JC現代的意匠の特性〉

と述べてゐるのは、民自 ら、この鉄

駄を包・然のこと、して認識せるもの

とい ふベ〈 、こ 、にかうして指摘し

てお〈ことの無意義ならぬを感じ さ

せる。

然し、か う し れ 不 足 い し ょ せ ん

忠の外"5{.I辰な隆裕築 に3討する 慾でゐ

って、単に 随筆集として心力、 る 〈見

るな らば、花に郎j する ニ合の女tEの

、 刻 ｊｾ 幾篇 カ の犯行の立 ｮ き 、 愛するこ

とな〈しでは議みつくせaない限の好

結である。こうしれものも 差 し1J 日へ

で著者のや さしい心情念詩 h、民主見

ffj 事へることはま在香子にとっても禦

しいことで あらう。

宅き玖 序 に は 、 この 設の系組をｾ r険

屋禄 1 とつり 1: ことに就いての3製品2

誌が公開されてゐるが、 その 日〈っ

きの 因縁にも か川まら子、こ の姪{ま

拙いと申すの j j ない 。1: ¥" 主主自もな

く拙 L 、、ブn 、O とか、A とか、 な

んとか、 かん とか. 堅苦にぎごちない

諮名をやっさも っさして考へ IB して

お さま りかへ ってゐ る泉隠さ に段べ

ればf、 はるかによしとし? こし 、ヵヘ な

住 宅

1i'A 行 鞄 と

住宅難が昨今の刻J < 深刻になるで

あらうと い ふ ことは、事聖書前ｾに 、

有識者無識者が漁言 ? なし、叉政府

、営局でも一般民間でいかくなるべ

しとは想像してゐ Tこ慮でゐって、今

夏祷〈事はな いのでゐる o lIIJ の歓名前!

大戦の時の好殺 気に於げる、あの古

今未曾有の住宅維を経験し? 二現着目の

指導階級としては、今日のこの結果

を像知することは別に深〈考へて見

るまでもなかっれのでゐる。めの品目

の住定難色いふのは、とても今日の

状 態から 想像 されるような、 なまや

さしいも. のではなかっれ。借家人が

住んでゐる家をそのま、資りとばす

新しい家主は借家人に出てくれと強

制する 、 それを押して偏しておいて

くれといへば莫大な敷金をとる 、家

賃をあげる 、 それで も這ひ出されて

は図るから 、歯岳政ひしばっても 怒

徳家主に主主げねばな らん。そんなこ

とがで皮めつれと か二 度あつれとか

ん とい ムか 、 夫 短ｾみてゐ ると 、 決

紙に三fl J ;定規とコ y パスの園梁でも

描きれ t なり 、 さぞそう すt!- ばf以合

であらうとる・へられ るの は、素直そ

うな忠ひっきのi祭にも 、5草L ちなら

ぬ忍趣味、4均気の類の存: 在を否定 し

mないしのでめる。

弘主岡氏も 、 どうや らさ っぱりしれ

変去を禦しみ、ゐっさりし'! : 漬物を

はってゐ る人であ る らしく 、原稿用

紙 l二、仕事に波J l 1: 指先きの脂 に惨

んにぬ殺が浅ってゐ るとは想像され

ない。

長l よ感: 僚を述べ1: が、 このー加の

主題でゐる らしL 、、歯際主主築に就い

て諭す' 品古京地が な〈なつにから 、攻

稿に方そし 、 て 、 その鮎にￍＧｬｾれ 、 充分感

想ケ主主べ、裁国民の示教 を鼠ふこと

と し よ う 。 ( 15. 6. 26)

三t . .

H問

デ ス マ ス ク

.

H
ド

口 正

いふなら 、時 Ilt がしかれがな い! と

我慢も IIHk ょう 、ところが 、そんな争

ひが、毎月綴げて担つれりしてその

皮毎に家賃がゐがつ7こり するのでゐ

る。筆者の! 七八でゐ 1: 家は点、〈して

鰐〈間1こ、 12閲50銭のj童家が36閲 迄

ゐがり 、 しかも主主に這ひ fH されて、

保件の 一層 :ifj，い家に移 らね ばな らな

かっ1:0 僚 f牛の:'if.;，_ 、家、 2階が 2帖

と Ｔ ＮＵ 帖 、階 ドが同じく Ｒ ，ｾ 占と Ｔ ＮＵ 中占

正G- 、石垣のドの日包' りの忠い i 却 程

の三角型の庭に小松が 1;本、水道は

8肝 iこ l ケ1折、 そんな家に筆者の家

族は一億何んで{ 主つれか。思へば、

悲 惨 な 生 活 で ゐ り 、叉金に鈎する

屈辱的な時代であっ? こ。その頃に後

べれば昨今は、住宅維と いひ ながら

い法の力のめれ〉かさが行きと v

いて 、隔位の感がめる。普の r-、まわ

しいみじめ』な住宅難に劃して、今

の 『不自由な 程度 』の住宅難は、我

が閣の住宅政策史上やはり相官の准

251x  



歩の認め られる材料とい、へょう。

かう いっ? 二次第であ るから 、相営

の準uiii もあり 、現在 の住宅難に就い

て い れ だ r11t聞が十t しくなれば人

聞が都市 に集中 す るか ら、住宅が不

足 する のでゐる 』 と、簡単 に理由づ

りで、今 日の状態を漁想しれ次第で

ゐる。そ うして果 してその後惣主主 り

の結果になっ1'0 我キの友人はどん

どん大陸に b. n ，大陸に知友 を持? こ

ね人は無い程の、大きな居住上の移

動の故 l二、大陸に於いても住宅は不

足 し、人口の減少し1: 筈の 内地に 於

いても亦更に猛烈なる住宅難にで〈

わし? : 。蹄凌軍人が復職してい住

宅が得ら れす' アパ ート 住居をしなげ

. ればならなかっTこり 、東京の本社誌

になっ、にばかりに、妻子主別居して

下宿髭生活をさせ られ1: りす る程の

ゐ b さ主であ る。 それな 乙ば都市 fご

げの住宅議かといふと 、郊外住宅は

更に 得議い状態でゐ る。 もともと住

宅の少い郊外に 、盛に大工場が出来

るので 、 それらの勤人は郊外に通勤

する ? 二めに都市に居住してゐ る。即

ち、都市に居住しで都市で働〈と い

ふ居住 地 理主事上の常設のｾｾゆぐと

いふゐ りさまであ るo 都市で働〈も

のの? こめの都市住宅、郊外で働〈も

ののれめの都市陀宅、こ れでは都市

が住宅難に隠るのは蛍然と い[ まねば

ならぬ。

か、 る事'....1こ潤して翁摘される第

ーのおば、工場経替者が徒 乙に工場

t:' げの主主築を瞥み、' i 1i ' 然必要とさる

マくき住宅建築を忘れれことでゐる。

第二の監 はむやみと大きすぎる住宅

の存在でゐ品。大住宅は' a に小住宅

の＿二めの敷 地 主ｾｾぎ資材ぞｦｉｴ｟ひ 、 ￺Ａｬ

らに 都 市を ｾｴ ご ｦ ごぴろくさせて 、 都市

の他殺をＺｎ，Ａ鴎 ｩ し 、市 民に古余計な足ｾ

主主ばせる。

この第ーのおに就いては、他日に

機官舎求めて訴ふ ること、し、こ 、

では第 二 の 誌 に就いて 一言 し高苦手ｾ

?母1:l 、と 忠、ム。

没然と大住宅と いって い 数字的

I X 2 6  

には何卒方米以上と明示しれらよい

か、 こ、ではその貼に繍れす・ におく

が、問題は、我ムるが住宅を建築する

ことのt I l * る力、 その力の背景をな

し源泉でめるところの幽の力に到す

る、正しき認識の必要でめる。我々

は一種、 どれ位の住宅を持てば、箇

民として図カに伴ら子、 人聞として

自然の命に背かないことになるでゐ

らうかの反省である。我4 は金さへ

ゐれば腐い土地 を求め大住宅を建て

る憾利があ ると考へてよ い ものか

E うか。金を集め得れこと及びそれ

合行使する こ とに於いて、我♂をは全

く自由泉{ 者に慌舞ってよいもので

ゐらうか。金さへめれば、 自然と山

に材木が生へ 、ヌヵ : やかれ、セメ y

トや滋や ガラ ス や が 出 て 来 る も の

か、こ の透のもの、道理念ようやく

昨 今 に な っ て 理 解 し 得1: 人も少〈

lまなからう。何がない 、 か に が な

い、 不自由 Tご、 こまるこ まる、材料

な〈てはf士i 事 /):IIH! そない l かくい

ふだげが孜々として営然のことであ

らうか。

事Ｚ々は現 に 外米喰ひ 、 ス Ｗｾ 者間

し、1抵の皮め靴舎はい Tこりしてゐ .

る。事境 lir に峻べて、。この頃の生活

は物質的にかなり劣ってゐる t 考へ

ねばな らな し、。砂泌がない、' ""，ツチ

がなし、、不自由にも不足にも思ふげ

れども 、 それは司王麹前の、何一つ不

自由なき生活と忠ひ唆べるか らでゐ

って、 これを徳川時代の我々の組先

の生活と〈らべれば 、今日の不向由

を以ってして L筒驚〈ベきゅ? こかな

生活と吉正ばねばなるま L、。こ、に必

然思ひっかれ ることは、我々が闘力

に不相憾な生活‘ をしてゐなかっ7こか

といふことでめる。現在の、不自由

Tごと思ってゐる 、 このT=i; t皮 の生活こ

そ、 むしろ我 h にふさわしい生活な

のではゐるまいか。我々は夏服やそ

sa . や合服や、そのオーバ ーや合コ ー

トや . マ 7 与- { ¥: o手袋や 、壬れにモ ー

= ジグなどを着用する生活をしてゐ

るげれども 、 か〉る風俗習慣を形成

す る以! I I 1 1こ、設か、 これだけの消貨

にき討する資材の高 fe計鉱してくれて

ゐ? こであらうか、1: tご次から次へと

多闘人の生活風俗i ' まねて、 なんの

JIY. 算もなべ やってるF: 1: 、おろかさ !

のろよさ! 今にして我々がこのおに

着眼し生活の更新{ f 計らなげれば永

久に閣の宵むこともなかもうし、民

の弧L 、図家を? 謹むことも無理であら

う。な まじっか外 商 人 の 挺 似 を し

て、毛織物を着1: l; 、靴をはし 、7こり

コーヒーを欽んだり 、パタを? 喰ベ? こ

り、 扇風機をかげ? こ りす るから 、 か

うして不自由な足、ひ をしなげればな

らんのである。自動車にしても 、ヵ-

y  Y :-， t ; 溢れ る程産出され る闘で 工

夫さろ 1: l ，のを買ひこんで 、何の工

夫も反省もなく 、 その便利さ fごげを

Ifl(は 1ようと する から 、 こうして不 自

由せねばならんのである。 農業に 、

生活 lこ、澄明 に、 日本の' I l I : 情 を 考

へ1: 猫自 性 といふものがさっぱ りな

い、 日本濁待の宮源としての火 山や

地震への科祭的探求をおa いて、イ也閣

と同じゃうに 、石炭や石油や、減な

どを逗ひ砲す。積樋的に5資自性がな

いにしても 、偲に もう少し消値的に

考へて、国力i ' 度外視して徒ら に外

関産業界i ' 娠はしてやるやうな生活

はこの1. 1 接合にぷっつり縁を切 らなげ

れば、我みの将来の借金を遜命づげ

られるやうなものである。かくて、

生活の一大更新が行ばれると すれ

ば、 その中でも最も大きな官条項は住

宅の問題でめる。その住宅の問題 に

就し、ては、最 L 肝腎な住宅に謝す る

忠、 ｩ 慢に就 ｌ 、 て検対ｾ試みねばなら

ぬ。我々の図土は非常に狭〈て居住

与野皮が高いといふ こと、云ひかへれ

ば、我A が営然占宥して然るべき宅

。地の} 氏 さといふものが甚だ狭少であ

もうといぶことを先づ忠はねばな ら

ぬ。現在の如〈悶畑をつぶして工場

を進 b、 IJ j 林を拓いて住宅地を構へ

るといふやうな 、無反省な行局を い

つまでも織綴することの l H* る程古余

裕のある闘ではないことをf 忠ばねば



な ちぬ。か〈我盟土が狭少であ る 鞄の御供合して波行してるかの如き

といふな らば、居i t ' 重ねて手与同住宅 絞行 の仕方は最も !'J} .かなことでゐ る

官官でもどん ε ん巡 り得るかといふに と 、 我々の常識は考へる。 ｬ￦ ｾ さに於

それ1， ij) ;容易な ;換でないことを思へ いて、むやみと大きな住宅に住んで

ば、やはり狭少なる宅地を以って巧 住むにめの r-: 1:宅か、{ じ宅の7こめの生

みな居住をなし 、 裕ゐ る 料 ｪ 榊生活をｾ I' 6かヂ1J 然しないような 3定例はこの患、

建設することを考へねばならないこ かな る波行者 の? ことへにも劣らな

とに なって来る。か〈考へて来ると L、。小人数の家庭で大き今家では、

金がある か らと云って、 むやみと腕 自然毎 日締め 切りの室も出来ょうし

大な宅地を獲得することの非なるは そんな室は治風も ど: くなり人の泉が

明かであらう。さて、どの位の宅地 ，ないか ら損粍 L 早か らうし、なんと

こそ 、 日本人に遁嘗でゐもうかとい なくいんき に ａ｜￭Ｎ ｾ怒 る くなるのは箔ー

ふことになると 、上述せる如く、簡 然のこ とでゐる。空監はヂスマ スク

単には決めにく い ものでゐ るが、お とIlt 聞で はL 、ふりれど 、空産でも空

そらくは、想像に絡する狭少なる池 笠でいそれは全く生系がな〈てじ

積で はな いかと忠ム。我が園には こ めじめしてゐる。家の建築的美しさ

の結未だに料製的なよりどころがな といふ ものは、 その中に入院l営住ま

いのであって、 さきにをま布 されれ" i l l はせて始めて得られ るとこ ろの美し

築制限の傑準 100卒 方 米 に し て い . さでゐる。 ヒコ ーキが美し いとい っ

単なる 5 人援皮の平均家族の常識的 ? こって、 ヨッ トが美しいといつれつ

な生活を想像してのことであっF、 て、やは りそ の飛んでゐ るときなり

別にこれといつ れ生 活す首針を ｭｾｾ Ｇ し 走ってゐ るときの方が、静止 してゐ

ての研究結果ではなかもうから 、こ るときよ りは るかにはるか に美しい

れを以って 日本人の居住の永久的 な ごとは人皆の認むるところである。

数学的恨協 となすこと は見合はさな きたし L、ド レス でも 、?こfご置いてゐ

げればならな L、。この致、我が閣の るだりでは妙な形の布片の絞りあは

芦 {主科撃の貧困をなげかは しくiE、ふ せに過ぎな し、、ぞ れが一旦ノ、ッラツ

のでめるが、本論に於いては同じ関 ? こる背春を包むと 、回 L さむ るばか

題を別の側首から解決することにし りに美しく感ぜられるのである。す

れいと託、ふ。 !![ J ち、国民各個に住宅

ベで、 ものは充分その用途にあては

め、 その機能を完全 に習を海ぜしめて

こそ始めて美しいのでもめり 、存叉

在の償値も認識されるのであ る。住

宅 !，ij);l'll なる建築切だりでは如何な

る設立十施工を 以ってし でも 美しいと

は去はれな いのは無論のこ と、貨は

それTごげでは住宅で L な ん で も な

い。住宅とは建築助金そ の充分な用

途におーい即ち、 その中 に一家族の

健全な生活を縫ってこそ始めて完全

なる住宅と云ひ得るのである。その

内容でめる 生活にそぐはない馬鹿で

かし、 住宅が住宅としての演値に 於い

て如何な る程度のものであるか、護

者は既に理解されれこ と= 忠ふ。か

〈て住宅の本質にふ れ住宅の概念を

完全 に把i屋されれならば、こ の狭少

なる園土に於りる我々の居住型式 も

自づと決まって来るのではな いか と

思ム。

住宅 に到する閣民の概念を是正し

仮に完全なる住宅を附奥することは

現代の住宅建築家に課せら れれる 義

務でゐ h、カ昔、 る義務の主主行されれ

嘆に於いて我々は始めて、 明朗慎重量ー

なる日本の居住状強含凡ることを得

るものと信す，る。( 15.  5. 29)  

の本質を理解せしめることに本問題

の解決の鍵がゐるものと考へ る。

お 知 ら せ /

住宅は生活の道兵でめって、人生

を長い !iA行に Tことへるならば、住宅

はさしづめ波行砲と いつれところで

あらう。波行ぬならば、なるべ〈手

軽で重荷にならないよう 、身の廻り

を身鰹にして行動の容易なよう 、質

素にして他人に狙はれないよう 、見

せる 7こめのものでないから専 ら賞用

本位であるよう 、 しかし使ひ勝手が

肝腎放寸法と か内容とかは充分に研

究し、叉弧〈長持ちの するよ うに工

夫すべきでめらう。大きなスーツケ

ースを津山持って、旅り r りの皮に

多くの入手を煩はしルい つも 盟主が揃

っ てゐるかどう かを朱に し、 るまで

①! 時事通信枇護付のパン フレツト「講演時報」を購入して

ク ラ ブ 宅 に 備 え る こ とになりまし? こ。御利用 下さ い。

①叉=像め協合事』務所宛「講演J Ｑ［［ Ｇ 聴 ｊＩ 希望ｾ FI; し111 られま

し7こ ら 自 巾 に 聞 け る 様 、 交 渉 し て 居 き ま す か ら 御 申 込 み

下さい。

f荷、協合の購入しまし?このは No. 589からで最逗刊は河0 .593です。

各放の表題は次の丞i りです。

No.589 再び今次世界働It とユダヤの聞係に就いて

ｦｾ 膏 ＲＲ 常世界大破ど世界の新候序
No  59Gく

f 米圏の射日包囲毅

[ 如何にして園長性差改主主すべきか

Nu.591 j  

l 戦王寺経演の現段階とその拘束

No. 592 正に鞠換せんとする金本位怒演を解剖す

No. 593 歎洲情勢と強硬外交の確立

t曾 悶 正 雄

本多熊太郎

古 屋 美 貞

三 木 清

高 橋 治 吉

i皮i受精吉郎

消 滅 -i i i fl

2 7 f X  



本 協 曾 員 中 軍 勢 公 用 者 氏 名

前抗殻表後に於げる本協作品中軍務公用手f下記の jffi りであります( 受付)1目)

時

所

lH席者

曾 ( 第 15回〉

。- - - - - - - - - - - - - - ・・・・・ a ・・・・・・・・・・・・ a ・・・・・・・・・・・・・・・ m ・・・・ a ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・ 9

君

砕 崎

吊

8月5 日午後6時- 8時

陳列復別室

理 事 坂 吊IJ 合長

常 務 北 垣 主記、 中西 主記

三 浦主記、霊長中 主言日

岩尾主計、桐本主計

久保問 主計、亀井編

瞬、 政問編構

議 事

] . 入月 例舎に闘する イ牛

2. 都市問題舎議牧支決算承認の件

3. 都市問題合議線、令出席者決定の

イ牛

4. 全日本技術圏鰭『結合合代表委員

選任の件

5. 合員詮衡

報 告

J. 建築業協合より職工努銀材料償

総並指数苦手胞のf牛

2. 出征、隠徹 、除隊

常 務 命 〈第 16回つ

8月 19日午後6時一7時30分

陳列場別室

理 事 今 林 昆IJ 舎長

常 務 北 垣主記、玉遊歩j 日

桜中 主記、岩尾主計

久保問 主 計、桐本主計

時

所

出席者

議 事

｝Ｎ給ｻ士 解ｾ｜ｦ並に採用の ｦ 牛 Ｎ

2. 合専詮衡

報 告

J. 合長より寄附金のイ牛

2. 入月 例合終了報告

1)(:26 

千 ? 員

地方合員

伊

多

建 疋

-
一=

n

h

L

イ

一
正

』

』

口
μ

3. 全日本料製技術関穏瞬時合合後合

式出席報告

ＴＮ ｾ 築皐合より建築年鑑寄婚の イ Ｑ ｪ Ｇ

5. 合長 より 給葉書寄熔の件

6. 建築製合より防火改修建議 案の

件

7. 七月分合計報告

8.感 徹、除隊者報告

時

F斤

出席者

際列復幹事曾 〈第 9 回〉

8月14図午後6時一8時

陳列場別室

常 任 幹 事 小 林

幹 事 北屋、 野中 、保

圏、松久保、 欠

国

]. 材料集成勧誘状張主主に! 制する f牛

]. ｉｊｾ 品勧誘に除 ｪ する ｦ ヰ

都市計重委員曾 ( 第 10函〕

7  ｊｾ＠ 23 目

撃士合1具禦部

委 員 長 弁 上

幹 事 勉 弁、錦回

委 員 川勝、w問、松 緑

森口 、含問

]. 全園都市問題字「議提出論文の要約

に日討する件

時

JiJi 

IH席者

日告

所

出席者

材料委員曾 ( 第 13回〉

7月25 日午後7時 - 9時

陳列域別l釜

委 員 長 松 久1呆

委 員 背樹、榊、

鳥問、道問 、

閣官日

7守

J. 木材市答品寸法規絡禁に付最後的

検討を加ふ

設備委員舎 ( 第 7 回〉

7刃26 日午後61侍30分- 8 時

f具紫昔日室

委 員 長 増 井

幹 事 石 井、

ｊＮ大阪市 汚 ｊｫｾ 理主耳及下 水 系統に ｾｉｬ

する 参考 ｪＧ Ａ ｾ項調査の 件

]. 設備工事に於げる 代 用1忠に制する

f牛

]. 工場の換泉及; 忠商Eに骨骨J る座談合開

{盗のf牛

時

所

出席 者

設備委員曾 ( 第 8 回〉

時 8月 13 日午後時一71時3065-

Ji) i  f具築部室

出 席 者 委 員 長 増 井

幹 事 石 井

委 員 伊 藤、 岩尾

1. iII I巨i協議事項に付研究

事E念事業委員舎幹事舎 で第8凶〕

時 8月9 日午後5時一6時

所 陳列務J ] IJ室

出 席 者 委 員長

幹 事

松本

井七、今林、 北垣

f河井、 中西、坂

l 祭校建設に Di.j する立案報告につき

審 議

住宅委員曾 ( 第 6 回〉

時

所

出席者

8) ]15 日午後6時一8fi;f 20分

ク ラ ブ室

委 員 長 石 川 純 一 郎



委 員 北 田 熊 之 介、 lifdsi 1  除雪Z航空兵大佐 橘 嘉一沼 間 立 合 い7i 二宮IlI f 2  /  

孝男、矢同級裁 |  柴 匠I (定 三月) j . [ ¥; 18ノ lC橘組向替〉

l . i 住宅2. 600年史」 刊行に 制する まr I  1. 柴回大佐は上記演題のドに前後 2 武内 1JZ君 住吉原茂代来 2 ノ 41

重 梁 1  Ｑ 時間徐に亘 Ｙｾ 泌蓄を講演され夫 〈長谷部竹版 建 築 事

2.r 住宅設本 J の原稿未着の委員に歪 |  れより質疑際 空 ｾｩｨ ｾ ｾ Ｎ釘主主 ｬ こして旦 |  務所〕

念、送付方督促状ををま迭する件。 I 時節柄得難き参考知識を隠栄一同 |  高橋 角ｊｪ ｲｾｾ 雪 }付 F 北河内部三郷町

3. 原稿浮世? 貨を委員長の名に於て受 |  に奥ふ |  大字高瀬356く第一相

領し 、 都品工業の中野願手Ｚｊｪｾ民に I  1. 午後 9 時 池田幹事長より講師に到 |  五住宅株式合員土〕

交付する件。 I し謝辞を述べ7 同も拍手を以て謝 |  西川武四郎君' 旭区E森小路町中 3 ノ 7

意を? 表 し斑合主' J ! に解散す I  .9 ノ 1 ( 同〉

八 月 例 曾 ( 磁波合) I  ( 講演要旨は合誌に後永 の後定) I  i 1 ! i 間近男君 府 F三 闘H茨木新庄

時 ＸＩｾ＠ 9日午後61時一8時30分

所 1具築部室

出 席 者 淡 海 治 卒 民 約110名

1. 午後 6 時坂/. ¥I J合長関舎の挨拶を? な

し講師訪伊経済使節本合令長片間

博士を紹介

最近の畝洲事情に就L 、て

訪伊緩軍事使節 工墜博士

片 岡 安 民

l 片岡| 事士は上記 il i { 艇の下 lこ今般訪

伊使節として治献の上税察せられ

れる歓洲待にイタリ ー、 ド。イツの

闘悩‘ 並に建築制係の大略につき l

時間徐に At 9ヰf金なる講演あり癒

衆合員一同 fll! 盆する民主不砂

1. 午後 7 時10分坂&¥IJ 合 長片岡博士に

到し謝鮮を主Eべ一同拍手を以で之

に和し本講演舎を絵了

1. 夫れより 10階 「 ア ラ ス カ j jjl J室に

於て片岡令長路，m歓迎晩餐舎を闘

能

1 . 今林WJ 合長より歓迎の挨少に到し

片岡合長謝僻めり同 『トZ査の上合会

ＱＮ 午 後 Ｘ 時 Ｘ 時 Ｓ Ｐ 分盛合艇に歎迎宴ｾ

閉じ散合す

空襲に悶する縁演曾

所 1具擬古li 釜

' 出席者 1青木氏純民外67名木

1. 午後 6 時三位飽者として都市武装斡

事長i也間賃上もより防空知識普及の

Ｗ こめ本講演合 ｾｩ 怪し Ｗ こ旨の挨拶め

りバ ｾｾｩｪｩｾ 経聞大佐を紹介す

ZE穏の' t ( 相と lめZE建築の着目艮に

就て

奮 員 動 静

fi 員

岩田 愛吉君 西淀川 1¥1; 11日目]'2 ノ 11. 0

〔杉岡材木J苫〉

今井秀' l ! 2 君 f重吉区阪南町東 4 ノ

11 ( 長谷部竹股建築 『

事務所〉

tE} 飼 f敏夫君 堺市吾妻橋4了41( 堺

市 役 所 土 木 部 技 術

課〉

上聞 昌 宏 君 旭 凶 中 宮 町 748 公園

ノ、ゥ z 内〈京阪電気ー

銭 滋 株 式 合 枇 建 築

J  

課〉

浦 井 金f乍 君 堺 市 販 町 3 γ 3 9 急

( 大阪市役所管繕謀

設J 十1系〉

金 岡 市 治 郎 君 市中戸市:i ' - i 合同旭遜 3

ノ 118C自修〉

桑 阿 倍 ー 沼 兵 庫1¥%) 11没郡.立花村

塚口住宅地松田r 4 了

目( 長谷郎竹股泌築

事務所〉

小坂 主主主手 北限東野 田町 5 ノ 26

〈白後〉

聡 谷 熊 衛 君 主 拒 民 空 堀 遁 l ノ 93( 自

後 1

仏1占木米二君 市'1' 戸 市兵庫 院 合一l、111

ill]' 1 ノ44 ( 第一相 互

住宅株式合社〉

国r ( 議繊維工業株式

合 社 鳥 飼 工 場 建 築

1系〉

f宇 和吉君天王寺隔勝山主主 l ノ9

I( 第一相互住宅株式

合祉〉

松浦勇太郎君 紳戸市林間以房王寺

町 l ノ5 ( 白管松浦工

務! 苫〕

松岡滋太郎君 堺市南章者橋町 3 ノ 66

C白瞥〉

室原政興是吉 井{ 隠北演 うの13 長谷

部竹腰建築事務所内

( 長谷部竹腰建築事

務所〉

石山 彦夫君 普託宣賛助員より特絡

伊 勢 彩君 j日曜赤町 l ノ1. 016 

L 白笹〕

遠 藤 直 磁 沼 市 外 守 口 町478C河〉

岡村友電君・J i g 幅赤 川 町 ト745

( 同〉

間 関 敏 銚;詫 港 高 尾 町 l 凶31C同〕

金 森 梁燥京 普主主主主助員より純絡

木回 Z並行君 東淀川民元今阜商主主

2ノ4 ( 大阪姉園経理

吉s)

坂本 竹三 ｭｾ ［ 日 住吉阪 山坂町 3 ノ 4

( 内外木材 工畿 株 式

合祉〉

柴予長 男ー三潟 兵庫版武庫郡住吉村

字繍 ケ 門 1.058C波法

工務j苫〉

谷口 幸一; 科 』七花川島屋町青木組

/1¥張所内( 青木組〉
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高 井 芳 松 君 住 吉 庖 阿 倍 野 筋 l 了 大槌 J忠利君 、東淀川区下新庄町59 池 野 鍵 議 君、伊 丹 )1頂 一 君

回大畿百貨底轡繕謀 2  ( 白後〉 大 道 厳 正 車 君

内 ( 大銭百貨庖傍終 大路端一郎君兵庫県芸川ｾ郡伊丹町 地 方 曾 員
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官舎 101滋〈恰爾2賀市 高 尾 久 夫 君 比 花 隈 春 日 出 fl ノ7

( 大阪師国経理郎工 坂 本 啓ー君 西 宮 市 今 津7k主主町14

会審建築科長〉 9  

点 務課)
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8( 蓬北市役所土木課 高崎順一君 ｩ ｬｩＧｾＱＺ州園北 安 舎北安街
都市計重[ 1系〉 樋口 繁君ｾ烏際佐伯郡小方村 i品世H拓植公社地方事
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特別賛助員

城 本 和 俊 君 苔 名 ( 善 降 〉

日本生命ピル三階大
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岡 橋 作 太 郎 君 兵 庫i際武庫'l: f - 鳴尾村
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久間工業株式合社内
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曾 員

川原町53 西字南関7.341 防空 畑 政 七 君 昭 和 15年 7 月 逝 去

目下 勝秀君 徳 島県系官田浦町字西 科員長研究所内 ( 謹んで哀悼の意を表す 〉

向》、~、伊...... 

お 願 ひ

特居時動の場合は乍御手数共都度御通知を御願ひ致します

昭 和 1 5年 4 月 設 行

建築物強度計算用風塵基準

イえ 定 債 3  5 鐸

逢 料 5 銭

| … 島

丸善本支庖

日 本 建 築 協 曾 護 行
朝 日 ピ ル 電 (23) 4501 買捌

仮替 口座大阪 39975 柳々 堂書庖
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編 揖

後 記

* 本盟主は建築と都市問題に附する論文を盛ってキ目

見ゆ る事にし? こ。住宅法 lこ、段村問題に 、新興工業

都市問題等、事局 F何れも重要な題闘に劃して貴重

な玉稿を賜る 事が出来Tこのは、合員言者Eもと共に悦び

皮い。御執筆賜pf 二各位に遡し厚〈 御積を 申 し上げ

る次第である。

* 紫寝室も 相鑓らす' 阪身 し い こ 〉 で は 僚 ら ない

舎員諸賢の獲が閣かれるのが禦しみである。希〈ば

もっ と合員全般からの御投稿が還まし L、。新人の御

登場を切に御待ちす る次第である。

* 今年の編斡は色 k ft. むつかし い問題に 出合して

難 航 ｾ 績 げてゐ る 。 或 人は厄年 ｔ ごと 云 ム。と云って

筆者は新参者で前の事は少しも知らぬのであるが。

第一が人の問題、吹が印刷用紙の不足等身0 '

* 永年に渉ってf市かと 御霊主力賜つれ新名民主? 来京

へ建つ7このは何としても一番大きい。これに前戸し

て次ぎ衣ぎに人が動く。今では物質上の制限と相倹

って金〈半身不随の態でめる。年末が明腕距出世に入

って、金々複雑に なって来f: 。今夏でも なL、が自分

の無力が歎かはしい。合員官官彦の御鞭縫 と御援助を

一層御原ひ 申 し度L、。

Ｊ 大分長い 間 毎貌所謂 タム ツ カ シ イ Ｔ 問 題ｾ取扱

って衆Tこので、来月は一つ趣向を艶へて大隊附廷の

郷土建築に除Iす るものを出 す像定である 。燈火親し

む可きの秋、古 きを温めて明日への備へと す る事も

亦. 8
I
J1t . 意義があ るでめらう。 ( 政問記〉

建 築 と 註 曾

第 23輪 第 9 盟主

l加 50銭 ( 郵務3銭〉

毎月 l 回 l 日蛮 行 定償

Ｑ Ｒ 加 Ｖ 園 Ｈ ｾ 36銭〉

昭和 15年 8 月25 日印刷 昭和 15年 9 月 l 日置を行

後 行 ・編 総

印 刷 人

大阪市北隠朝日 ピル日本建築泌舎内

印 刷 所 フ. ｾ トン印刷 枇

大阪市西医江戸掘 南遜 2丁目 13番地

俊 行 所 主 更 日 本 建 築 協 合

大阪市北広中之島 3 / 3  朝日 ピル

電路長北漬( 23) 4501番 ( 9)

短醤口慶大阪司 9 9 7 5 番

待約阪東山 柳 々 堂 書 庖

大阪市西区京田丁 嫡 初 子 板 橋 西

電話土佐堀 2 4 4 0醤

撮望書口座大阪2 ω4喬

戸
l
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j

 

禁 輔 載

ヨド盟主に議事Eせ る ものは、一切 これを無断にて

鱒載し叉は単行本 iこ上梓その他 の複製行錯を

なすこと身禁十。

贋 告 掲 載 料 金

普 遜 1 1 頁 1 1 回 15. ω  

普 遁 1 %頁 1 1 回 8.ω 

弘

普 「前 糊1貰〉 遁 I 1 頁 I 1 回| 伍 朗

普 ( 前附知的 遁 I 1 頁 I  1 回 I  40ω 

怠糊i及 最 特 畏 I 1 頁 I  1 回 |  紙 回

二丘二-，，{_I 明 1 1 回日 E竺

表 紙 2 1  1 頁 1 1 回 1 60. 00 

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 1 45. ω 

表 紙 4 1  1 頁 1 1 回 1 80. 00 

設祭事務所鍛 I 1 欄 I  . 1 回 I  1. 50 

( 瞳察関係集者家内) 1  1 欄 I  1  回 1  5. 00 

成告掲載御申込は本舎へ直接願ひます。

本誌購讃御注文 はすべて前金で本合直接叉

は待約底へ 、 振替 貯 金又は錫替で 御 主申込ｾ

願ひま す。劃静代用 は一割晴、代金引換は

お断 り重! CGます。
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